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例 言

１．本書『畝田・寺中遺跡�』は、石川県金沢市寺中町、畝田西４丁目、桂町地内に所在する事業名：
木曳野遺跡群（寺中B遺跡、桂町南遺跡、畝田・寺中遺跡）の発掘調査報告のうち、平成１５年度に

実施した畝田・寺中遺跡の調査の一部について報告するものである。

２．本調査は金沢市木曳野土地区画整理組合による土地区画整理事業に伴い、平成１５年度に金沢市埋

蔵文化財センターが発掘調査を実施したものである。

３．本報告にかかる現地調査は金沢市埋蔵文化財調査委員会（会長 橋本澄夫氏、谷内尾晋司氏、垣

田修児氏、横山方子氏）の指導の下で、谷口宗治（文化財保護課主査）が担当した。

４．本書は景山和也（文化財保護課主査）と向井裕知（同 主任主事）が執筆し、編集は向井が担当

した。写真撮影は遺物を景山が行い、遺構を谷口が行った。

５．本書の各図及び写真図版の指示は以下のとおりである。

（１）方位は全て座標北である。座標は世界測地系（第�系）に基づき設定している。
（２）各図の縮尺は、遺物は１／２・１／３・１／６、遺構は１／６０が主であるが、各図に指示している

とおりである。

（３）遺物実測図の番号は通し番号とし、それぞれの本文中、観察表、写真図版のそれと一致する。

（４）遺構名の略号は、SB＝掘立柱建物、SE＝井戸跡、SK＝土坑跡、SD＝溝・川跡、SX＝落ち込

み・土器だまり跡などであるが、略号を用いず大河跡とした遺構がある。

（５）土器については「壺」・「甕」・「高坏」・「器台」などと表記するが、用途を示すのではな

く、形態による分類で、「壺形土器」などの略称である。

（６）土器実測図の断面が黒色のものは須恵器を、その他のものは白抜きで示している。また、実測

図内外面の目の粗いドットは黒色処理を、細かいものは赤彩処理を、細かな砂目状のものは灯明

痕を示している。

６．本調査での出土遺物、記録資料は金沢市埋蔵文化財センターで保管している。
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第１章 調査箇所と報告の内容

第１節 調査箇所と既往の報告内容
今回報告する畝田・寺中遺跡の発掘調査は、金沢市木曳野土地区画整理事業に伴うものである。

遺跡の発見から発掘調査へ至るまでの経緯は既刊の報告書を参照願いたい（金沢市２００６）。

本事業による調査箇所は第１図のとおりである。調査時には、補助事業主体の名称として県費分A

～C区、道路名称によって主幹線１～５区、支線部などと呼称して調査を実施しており、既刊報告書

の報告内容との対応については第１表および第２図のとおりである。

木曳野遺跡群�（以下�、�等とする）では、調査に至る経緯や縮尺１／３００、１／１００遺構平面図版

と共に植生や環境復元、木材・石材利用把握のための自然科学分析結果を掲載している。

�では、寺中B遺跡と畝田・寺中遺跡内の桂・寺中遺跡として調査を実施した箇所の調査成果を掲
載している。

�では、桂町南遺跡と畝田・寺中遺跡の県費分A～C区の調査成果を掲載している。また、畝田・
寺中遺跡の桂・寺中遺跡部分を除いた、縮尺１／５００の畝田・寺中遺跡図版が別紙で用意されている。

�では、畝田・寺中遺跡の主幹線１区と２区の SD２２２、SD３０３（大河跡）の調査成果を掲載してい
る。

�では、畝田・寺中遺跡の主幹線３区の調査成果と１区 SD２２２、包含層、２区 P２０、SD２２２、SD２４０、
SD２４４、SD３０３、４区大河跡出土の墨書土器を掲載している。

第１表 報告書の内容

紀要� 書名 内容 発行年

２３１ 木曳野遺跡群 � 寺中B遺跡� 桂町南遺跡�
畝田・寺中遺跡� 調査に至る経緯・経過、航空測量図版、自然科学分析 ２００６

２３９ 木曳野遺跡群 � 寺中B遺跡	 畝田・寺中遺跡� 寺中B遺跡〔報告完〕
桂・寺中（畝田・寺中）遺跡 ２００７

２４９ 木曳野遺跡群 � 桂町南遺跡� 畝田・寺中遺跡� 桂町南遺跡〔報告完〕
畝田・寺中遺跡（県費分A･B･C 区） ２００８

２５９ 木曳野遺跡群 � 畝田・寺中遺跡� 畝田・寺中遺跡（主幹線１区・２区 SD２２２、SD３０３） ２０１０

２７９ 木曳野遺跡群 � 畝田・寺中遺跡	 畝田・寺中遺跡（主幹線３区・２区墨書土器
〔１区・４区含〕） ２０１２

２８８ 木曳野遺跡群 � 畝田・寺中遺跡
 畝田・寺中遺跡（主幹線２区土器・陶磁器・石製品） ２０１３

第２節 本書の報告について
第１表および第２図のとおり、寺中B遺跡と桂町南遺跡の報告は終了しているが、調査面積が広く、

遺物も大量に出土している畝田・寺中遺跡については、多くが未報告となっている。これまでに、県

費分A～C区、主幹線１区、同３区、同２区の一部が報告済みであり、本書は主幹線２区の遺構およ

び土器・陶磁器について報告するものである。紙幅の都合で本報告から漏れる木製品と金属製品につ

いては、次回以降となるがご了承願いたい。

なお、本書刊行後の未報告範囲は主幹線２区木製品・金属製品、同４区、同５区、支線部、西工区、

東工区、鉱滓の自然科学分析、樹種同定分析となり、順次刊行していく予定である。



－２－

第１図 調査区位置図 〔S＝１／３，０００〕



第２図 調査区全体図 〔S＝１／１，０００〕

－３～４－



第２章 遺跡の位置と環境

第１節 地理的環境
畝田・寺中遺跡は石川県金沢市畝田町、寺中町地内に所在する。

石川県は本州日本海側のほぼ中央に位置している。北方は日本海に面し、南方は福井県、岐阜県、

富山県と接する南北に細長い県であり、日本海に突き出た能登地方とその南の加賀地方に分けられる。

金沢市は加賀地方の北部に位置しているが、その西部は日本海に接し、南東部には海抜１，５００mを越

える山地をかかえる。この山地からは市域を西流する浅野川と犀川が流れ、浅野川は河北潟へ、犀川

は日本海へ注ぐ。市域西部の平野部では両河川に挟まれた地域に市街地が形成されている。また、犀

川を境として、北部平野と南部平野に分かれ、前者は犀川・浅野川やその北部を流れる金腐川・森下

川によって形成された沖積平野であり、後者は手取川が形成する扇状地の北辺である。

本遺跡は市内の北西部、現在の海岸線からは約２㎞内陸側に位置しており、周辺は海岸線に沿って

南北に延びる内灘砂丘の後背湿地を形成している。また、南側を西流する犀川からの分流が本地域を

北流し、北側を西流する大野川へと流れ込むことから、ますます湿潤な環境を形成している。

第２節 歴史的環境
畝田・寺中遺跡の周辺に分布する遺跡を時代毎に概観すると、まず縄文時代には後期中葉と晩期後

葉の松村A遺跡（５９）や晩期の土器・石器が出土する本遺跡（１）があり、近岡遺跡（４６）では昭和４５年の

調査で花粉分析から縄文晩期の農耕について話題になった。

弥生時代は畝田C遺跡（１３）などで遠賀川式土器が出土しており、前期の遺跡も増えてきたが、中期

以降増加する傾向にあり、西念・南新保遺跡（２９）のような後期へ繋がる拠点的集落も出現する。戸水

B遺跡（２０）、戸水C遺跡（４７）、藤江C遺跡（２１）などで前期からの遺物が確認されており、本遺跡にお

いては中期から遺物が確認されている。後期・終末期になると遺跡数は更に増加するが、大方は中期

後半から継続して営まれている遺跡である。

古墳時代は弥生終末期の遺跡が継続されることが多いが、中・後期になると激減し、本遺跡の他、

周辺では藤江B遺跡（６３）で確認できる。当該期の須恵器を多く確認している本遺跡や藤江C遺跡など

が中・後期の拠点的集落になる可能性があり、本遺跡に関しては弥生時代終末から７世紀代まで継続

して確認できる稀有な事例である。

奈良・平安時代は再び遺跡が広く分布し、犀川や大野川河口周辺に津湊関連遺跡や官衙・荘園関連

遺跡が出現する。本遺跡においても、８世紀前半から中頃の大規模集落が確認され、遺構の規模や「津

司」墨書土器から金石本町遺跡（１０）と一連の港湾関連遺跡と考えられている。また、石川県調査区か

ら遣渤海使が帰国した「天平二年（７３０年）」の記年銘墨書土器が出土しており、その際の饗応に使用

された可能性が指摘されている。また、近隣の畝田ナベタ遺跡（１７）からは大陸産とされる青銅金箔張

の帯金具（巡方）が出土しており、具体的な大陸との交流を物語る遺跡群といえる。

鎌倉・室町時代は、本遺跡も含めて当該期の遺跡が広く分布している。本遺跡では、堀で囲繞され

た方二町×一町半程度の空間が検出されている。南新保北遺跡（４４）では銭の出納に関わる付札木簡が

出土している。戸水C遺跡は古代以来の津湊関連遺跡と評価されている。

本遺跡は、大野荘湊を含む大野荘内（一時期は富永御厨内か）に所在する。畝田地名の初見は日本霊

異記「大野郷畝田村」であり（金沢市１９９８）、平安時代にはその名が認められる。中世には「宇禰田村」、

「宇根田村」、「宇祢田村」、「うね田村」などとみえる。

－５－



１ 畝田・寺中遺跡 （弥生～中世）
２ 畝田遺跡 （縄文～平安）
３ 畝田大徳川遺跡 （縄文～室町）
４ 桂町南遺跡 （弥生～中世）
５ 無量寺B遺跡 （古墳）
６ 無量寺遺跡 （古墳・中世）
７ 桂遺跡 （弥生・古墳・中世）
８ 寺中B遺跡 （縄文～平安）
９ 寺中遺跡 （弥生）
１０ 金石本町遺跡 （弥生～平安）
１１ 寺中御台場跡 （江戸）
１２ 畝田B遺跡 （弥生～平安）
１３ 畝田C遺跡 （縄文～平安）
１４ 無量寺D遺跡 （弥生～平安）
１５ 無量寺C遺跡 （奈良・平安）
１６ 畝田・無量寺遺跡 （弥生・奈良・平安）
１７ 畝田ナベタ遺跡 （奈良・平安）
１８ 御館前遺跡 （不明）
１９ 戸水D遺跡 （奈良・平安）
２０ 戸水B遺跡 （弥生・平安）
２１ 藤江C遺跡 （弥生～室町）
２２ 戸水オモテ遺跡 （奈良・平安）
２３ 大友C遺跡 （不詳）
２４ 大友B遺跡 （不詳）
２５ 南新保E遺跡 （弥生～鎌倉）
２６ 南新保C遺跡 （古墳前期）
２７ 南新保三枚田遺跡 （弥生～平安）
２８ 二ツ屋町遺跡 （弥生・平安）
２９ 西念・南新保遺跡 （弥生～平安）
３０ 南新保D遺跡 （弥生～平安）
３１ 南新保B遺跡 （弥生）

３２ 西念東遺跡 （弥生）
３３ 直江ボンノシロ遺跡 （縄文～室町）
３４ 大友F遺跡 （弥生～平安）
３５ 大友A遺跡 （奈良・平安）
３６ 大友D遺跡 （弥生・平安）
３７ 直江ニシヤ遺跡 （古墳～室町）
３８ 大友E遺跡 （古墳～平安）
３９ 近岡カンタンボ遺跡 （弥生～奈良）
４０ 直江西遺跡 （弥生～古墳）
４１ 直江中遺跡 （縄文～室町）
４２ 直江北遺跡 （縄文～室町）
４３ 近岡テラダ遺跡 （弥生・平安～室町）
４４ 南新保北遺跡 （古墳～中世）
４５ 近岡ナカシマ遺跡 （弥生・奈良・平安）
４６ 近岡遺跡 （縄文～室町）
４７ 戸水C遺跡 （縄文～中世）
４８ 無量寺金沢港遺跡 （縄文～古墳）
４９ 金石北遺跡 （不詳）
５０ 普正寺番屋砂丘遺跡 （縄文・奈良・平安）
５１ 普正寺遺跡 （鎌倉・室町）
５２ 普正寺高畠遺跡 （古墳・鎌倉）
５３ 寺中町南遺跡 （古墳）
５４ 観音堂B遺跡 （弥生～室町）
５５ 観音堂遺跡 （弥生）
５６ 松村西の城遺跡 （古墳・平安）
５７ 松村平田遺跡 （弥生中期）
５８ 松村寺の前遺跡 （室町）
５９ 松村A遺跡 （縄文・古墳・鎌倉・室町）
６０ 松村どのまえ遺跡 （弥生中期）
６１ 松村B遺跡 （縄文・弥生・江戸）
６２ 松村高見遺跡 （弥生中後期）

６３ 藤江B遺跡 （弥生～平安）
６４ 二口六丁B遺跡 （弥生・古墳）
６５ 二口六丁A遺跡 （弥生・古墳）
６６ 西念ネジタ遺跡 （弥生・古墳）
６７ 西念クボ遺跡 （縄文・古墳）
６８ 二口シミズ遺跡 （弥生・古墳）
６９ 二口町遺跡 （弥生・古墳）
７０ 藤江A遺跡 （奈良・平安）
７１ 北町遺跡 （縄文）
７２ 御館前遺跡 （不詳）
７３ 桜田・示野中遺跡 （弥生・平安）
７４ 出雲じいさまだ遺跡 （古墳～室町）
７５ 薬師堂遺跡
７６ 若宮遺跡 （室町）
７７ 犀川鉄橋遺跡 （縄文～古墳）
７８ 玉鉾B遺跡 （奈良・平安）
７９ 佐奇森遺跡 （弥生・平安～江戸）
８０ 専光寺染色団地遺跡 （古墳）
８１ 専光寺養魚場遺跡 （古墳～平安）
８２ 赤土遺跡 （弥生）
８３ 吉藤専光寺跡 （室町）
８４ 豊穂遺跡 （奈良～室町）
８５ 稚日野遺跡 （縄文・古墳）
８６ 袋畠・北塚C遺跡 （古墳～平安）
８７ 北塚B遺跡 （平安）
８８ 北塚A遺跡 （縄文・弥生・平安～室町）
８９ 北塚古墳群 （古墳）
９０ 古府カタガリ遺跡 （弥生・平安）
９１ 古府クルビ遺跡 （弥生～平安）
９２ 古府B遺跡 （不明）
９３ 高畠遺跡 （弥生・古墳）

４４６６

４４９９

４４３３

４４７７
４４２２４４８８

４４５５

３３９９ ４４１１
７７ ４４００

６６ ３３８８５５ ３３７７３３６６
４４

３３５５ ３３３３
１１４４ ３３４４

１１ ２２２２ ２２３３１１５５ ４４４４８８ １１３３ １１６６２２１１００ １１９９１１２２
２２４４１１９９５５１１５５００

１１７７ ２２５５ ２２６６ ３３１１
３３ １１８８１１１１５５２２ ３３００

５５３３ ２２７７２２００
２２８８

２２９９５５６６
２２１１５５５５

３３２２５５８８ ６６４４６６３３
５５７７５５４４

６６３３
５５９９

６６６６６６１１ ６６５５７７９９
６６００ ６６７７

７７００６６２２ ６６８８８８００ ８８２２
７７１１ ６６９９

７７４４
８８１１ ７７３３

７７５５
７７２２

８８３３
７７６６

８８４４ ８８６６
８８７７８８５５ ９９００

８８８８ ９９１１ ７７８８
９９３３８８９９ ９９２２ ７７７７

第３図 遺跡の位置と周辺の遺跡分布図 〔S＝１／３０，０００〕
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第３章 検出遺構

第１節 概要
本遺跡では、掘立柱建物、竪穴系建物、布柱建物、柵列、井戸、土坑、区画溝、川跡などを検出し

ているが、本書で対象としている主幹線２区（以下、調査区）では掘立柱建物、井戸、土坑、溝、川を

検出しており、主に古墳時代、奈良時代、平安時代、鎌倉時代のものがみつかっている。

遺構平面図については、『木曳野遺跡群�』で各図を掲載したために本書では未掲載だが、第５図
に今回報告対象となる調査区とその南北に接する同１区および３区の遺構全体図と各遺構名を示した。

また、第２図に木曳野遺跡群の全体図と建物や井戸、溝など主な遺構名を示したものを掲載した。『木

曳野遺跡群�』～『木曳野遺跡群�』については、報告対象とする個別遺構が遺跡の中でどこに位置
するかが図示されていないので、本図を参照いただきたい。

第２節 掘立柱建物・ピット
SB５０８（第４図） 調査区の中央、SD２４４の東岸、SD２２２の西岸に所在する桁行３間×梁行２間の側柱

建物である。南東側の梁行１間分は他遺構との重複による未検出柱穴や柱並びが若干ずれていること

から当該建物柱列には該当しない可能性がある。桁行柱間距離は約１．５～１．７m、梁行柱間距離は約１．３

～１．４mである。主軸方位はN－５１°－Wである。古墳時代前・中期の土器片が出土している。

SB７０１（第５図） 報告書の図面作成後に把握したために、個別図は掲載していない。調査区の北半、SD

２４０と SD２４４の合流点西岸に所在する桁行３間×梁行２間の側柱建物である。東側と西側に各１間分

が延びる可能性があるが、他遺構との重複などによって詳細不明である。桁行柱間距離は北側の２間

分が約２．７m、南側は約２．３m、梁行柱間距離は約２．４～２．６mである。主軸方位はN－７°－Wである。

P１と P３が柱穴に該当し、古墳時代前期頃の土器片が出土している。

第３節 井戸・土坑
SE２５１（第５図） 調査区の北半西側に所在する素掘りの井戸状遺構である。掘方は楕円形状を呈し、

長径約１．３m、短径約１m、深さ約１．４mで、１４世紀頃の土師器皿などが出土している。

SE２５２（第５図） 調査区の北西端に所在する素掘りの井戸状遺構である。形状は不明だが、検出した

掘方の最大長は約１．４m、深さ約０．６４mで、最新の遺物は１３世紀頃の珠洲焼が出土している。

SK２０８（第４図） 調査区中央西寄り、SB５０８と重複して検出した不整形土坑である。建物との前後関

係は不明である。８世紀代の須恵器などが出土している。

SK２０９（第４図） 調査区中央、SD２２２と SB５０８の間に所在する不整形土坑である。SB５０８と重複する土

坑も SK２０９とされているが、調査時の混乱によるものであり、両土坑共に SK２０９である。

SK２７９（第４図） 調査区南半に所在する土坑で、調査区壁と SD２５９により、形状は不明である。

第４節 溝・川
SD２４０・２４４（第５図） 調査区北半の大規模河川である。SD２４４、主幹線１区 SD３０３、同３区 SD２０１と

同じ川と考えられる。詳細は既刊書（木曳野遺跡群�・�）に詳しい。
SD２２２（第４図） 県調査区と併せると南北２２０m、東西１７０m、方二町×一町半程の空間を囲繞する箱

堀であり、１２～１４世紀代の遺物が出土している。詳細は既刊書（木曳野遺跡群�・�）に詳しい。
SD２５９（第４図） SD２２２と重複する L字に折れる溝である。
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０ ３m

SB５０８ SK２０８９
９
８８ ７ ２

２

９２

８ １１．．００mmP８ P７ ９P６ １１
２２

３３
SK２０８
１．暗黒色粘質土
２．明茶褐色粘質土（地山ブロック混）
３．地山８

２ ９

SK２０８ SK２０９
P５

５ ００．．９９mm９

P１０ １１
２２

P４ ３３
SK２０９
１．暗黒褐色粘質土
２．暗黒褐色粘質土（地山ブロック混）
３．地山

８
６ SK２７９３ ９

P１ P３P２ ８

４４

３３６６８８ ８８ ８８８８
００．．９９mm６６９９ ９９９９

SB５０８
１．暗灰色粘質土
２．暗灰色粘質土（有機物混）
３．暗灰褐色粘質土（有機物混）
４．暗褐色粘質土
５．暗黒褐色粘質土（有機物混）
６．暗黒灰色粘質土（柱痕か）
７．暗黒褐色粘質土（柱痕か）
８．暗灰褐色粘質土
９．地山

１１

２２

３３

SK２７９
１．暗褐色粘質土
２．暗黒褐色粘質土
３．地山

SD２５９SD２２２

００．．９９mm ００．．８８mm

１１
１１

２２ ００．．８８mm

１１

２２

２２ SD２５９
１．暗灰色粘質土
２．地山

SD２２２
１．暗灰褐色粘質土
２．明茶褐色粘質土 地山

第４図 SB５０８、SK２０８、２０９、２７９、SD２２２、２５９〔S＝１／６０〕
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第５図 遺構全体図（主幹線１～３区）〔S＝１／３００〕
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第４章 土器・陶磁器

第１節 概要
本書で報告する出土遺物の大半は古墳時代と奈良時代から平安時代初頭のものであり、川跡から出

土している。第２節から遺構毎に報告するが、紙幅の都合により、その遺構の年代を示すものや特殊

なものなどを主に取り上げる。個々の遺物の法量や調整等は第２表を参照願いたい。第２表遺構欄の

「●区」は「主幹線●区」を示している。また文中の分類や年代観については、参考文献に記した各

論考を参照願いたい。

第２節 掘立柱建物・ピット
SB５０８（第６図） P４から１の古墳時代の須恵器坏身が出土している。和泉陶邑窯編年（田辺１９８１、以

下古墳とする）TK２０８～同４７型式が想定される。

ピット（第６図） 本調査区内においてピットから出土した遺物について、比較的残り具合の良いもの

を掲載したが、P４～２４の位置情報が遺構図からは欠落している。調査時の図面を全て見返したが該

当する記述はなく、結果として不備なものとなってしまった。お詫び申し上げたい。

２～８が出土している。４・５と７・８は同一ピットからの出土である。２～５は奈良時代の須恵

器で、田嶋編年（田嶋１９８８、以下古代とする）�～�１期の有台坏と無台坏である。
８は口縁端部が肥厚するいわゆる布留甕であり、６も若干肥厚が見られる。古墳時代前期のもので

ある。

第３節 井戸・土坑
SK２０８（第６図） ９～１７が出土している。９・１０は古代�期頃、１１・１３は�期、１２は�～�１期、１４
は�期頃が想定される。１５・１６は古墳時代の土器で混入と考えられ、１７は須恵器同様に奈良時代から
平安時代初頭のものであろう。

SE２５１（第６図）１８のてづくね土師器小皿が出土している。１３世紀後半から１４世紀頃のものであろう。

SE２５２（第６図）１９・２０が出土している。２０は珠洲焼甕で、口縁部形態から珠洲焼編年（吉岡１９９４）�
期の製品で１３世紀前半頃の年代が考えられる。

第４節 溝・川
SD２２２（第７図）２１～３０が出土している。SD２２２の時期を示すものは２７のてづくね土師器皿で、磨滅

によりヨコナデの痕跡は見えにくいが、僅かに残る稜からナデ幅は狭いことがわかる。口縁部の残り

具合が悪く、図ほど口径は大きくならないと考えられ、１３世紀代の年代が考えられる。

２１、２３、２５、２６、２８は古墳時代の製品であり、２１は古墳MT１５型式前後が想定される。２５は胴部中

位に櫛描き列点文を施す�、２８は鍋・甑などの把手である。
２２・２４は奈良時代後半から平安時代初頭頃の須恵器蓋と無台坏で古代�期頃が想定される。２９・３０
は底部糸切りの赤彩土師器碗である。

SD２２２・３０３（第７図）３１～３８が出土している。３２～３５は古代�～�期が想定される蓋と有台坏で、３５
は口縁部に打ち欠きがみられるため図化している。意図的な打ち欠きが想定される場合は、本図のよ

うな表現をしている。３７は内外面ミガキ調整の後、赤彩を施した土師器碗である。須恵器と同様の時
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期が想定される。

SD３０３（第８図）３９～５２が出土している。３９～４６は須恵器蓋で、古代�期が想定される。４３は打ち欠
きの表現がなされているが、意識的な打ち欠きであるか定かではない。４７～５２は須恵器有台坏等で、

蓋同様に古代�期が想定されるが、４８は稜碗等の特殊器種もしくは底部からの立ち上がりが緩やかな
古代�期頃の有台坏の可能性が考えられる。５２は打ち欠き部に灯明痕が見られるが、打ち欠いて使用
したものか、廃棄後に被熱したものかは不明である。

SD２４０（第８～２０図）５３～２９０が出土している。弥生時代から室町時代の遺物が出土しているが、本流

は古墳時代から平安時代に機能していたと考えられ、平安時代末頃から鎌倉時代初頭の遺物群は本流

を切って流れる別の流路（明確なプランは検出できていないが、３区 SD２２２に繋がると想定される）に

由来し、その他の遺物は周辺からの混入と考えられる。

５３～７３は５４を除いて古墳時代の壺、甕である。５７は口縁部に穿孔が１ヶ所見られるが、口縁部残存

率が３／１２であるため、複数ヶ所の穿孔を伴う可能性がある。６５は胴部が長胴形を呈す甕で、外面全

体と口縁部内面に煤が付着している。７０・７１は小型甕であり、７１は胴部に焼成後穿孔を有するが、破

損のために形状は不明である。７３は外面全体に煤、内面下半にコゲ・ヨゴレが付着している。７４～７６、

７８は甑と考えている。７８は外面に煤、内面のほぼ全体にヨゴレが付着している。７７は鍋であろうか。

７９～８２は甑や鍋の把手と考えている。８３は古墳時代の小型甕か、弥生時代の甕の底部であろう。８４～

１１７は古墳時代中・後期の土師器・須恵器である。８４～９３は土師器碗であり、８７～９２は内面黒色処理

を施している。また、底部が見つかっていないものは９４・９５のような台が付く可能性がある。９０は口

縁部に焼成後穿孔が１ヶ所見られるが、破損により孔の全形は不明である。９３は口縁部の残存率が１

／１２以下であり、口径の復元径に不安が残る。碗としたが、外面に煤、内面には煤もしくはヨゴレが

付着しており、煮炊きなどに用いた可能性がある。９７～１０６は坏蓋である。９７は古墳TK２３～４７、９８～

１０２はMT１５～TK１０、１０３～１０６はTK４３～２０９型式が想定される。１０７～１１３は坏身である。１０７は古墳

MT１５、１０８～１１１はTK４７～MT１５、１１２・１１３はTK４３型式が想定される。１１４は無蓋高坏の坏部で、底

部近くに櫛描き列点文を廻らす。１１６・１１７は比較的大型の�である。
１１９～２７６は奈良時代から平安時代の製品である。１１９～１３４は須恵器蓋で、概ね古代�期の製品が多
く、�期の製品も見られる。産地は高松窯産が多く、末窯産も一定量見られる。これは次に述べる有
台坏、無台坏でも同様である。１３４は輪状の摘みをもつ金沢末窯産と考えられる蓋で、古代�２新期
に想定される末２号窯尾根部出土品に類例がある。１２１は「－」、１２３は「＝」、１２４は「×」の線刻が

内面に見える。１３５は底部糸切りの須恵器有台碗である。平安時代後期の製品であろうか。１３６～１７８

は須恵器有台坏である。１３６～１４１は古代�期頃が想定される。ただし１３８は口縁端部形態から�期ま
で下る可能性がある。１４１は外底面に「＝」状の線刻が見えるが、意図的なものかは不明である。１４２

～１７８は古代�期頃が想定される。１４４は「＝」、１４７・１６３・１７１・１７５は「－」、１５２は輪花状の線刻が
外底面に見られるが、１６４の外底面に見える「＝」状の線刻は意図的なものかは不明である。１５０は口

縁に「＝」状の線刻が見える。１６７は内外面全体に灯明痕が見える。１６９の図で表現している小さな打

ち欠き痕は意図的なものかは不明である。１７９～２３８は須恵器無台坏である。古代�～�期の製品があ
り、�～�期が定量を占める。１９２は「＋」状、２２０・２２１は「＋」、２２３は「－」状、２２４・２２５・２２９は
「－」の線刻が外底面に見える。２１８・２１９・２２４・２２６に灯明痕が認められ、２１８・２２４は口縁端部に帯

状に灯明痕が付着しているのに対して、２１９は口縁端部の小さな割れ目にのみ付着している。２２８・２２９

は漆膜が付着している。２２９は現状で部分的な付着に留まるが、口縁部内面の底部境から１／３程上方

にかけてヨゴレが見られることから、当初はこのヨゴレの高さまで漆溶液が入れられていたものと推
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測できる。２３９～２４３は須恵器無台盤であり、末窯産古代�～�期のものである。２４４～２４６は内外面赤
彩を施す土師器碗である。２４４は丁寧にミガキ調整を施した精美なものである。２４７・２４８はそれぞれ

柱状高台状、柱状高台の土師器碗と考えられ、２４９～２５１は内面黒色処理を施した土師器有台碗である。

平安時代後半の製品であろう。２５２～２６２は煮炊具である土師器甕・鍋である。２５２は内面下半にヨゴ

レが付着している。２５３は外面底部付近に煤が、内底部にはコゲ、内面全体にヨゴレが付着している。

２５４は外面と口縁端部内面に煤が付着している。２５５は内底面にコゲが付着している。２６２は外面に煤

が、内面には部分的にヨゴレが付着している。２６３は須恵器高坏脚部で、裾端部の破断箇所は打ち欠

きによって整形している。２６４は須恵器鉄鉢である。２６５～２７６は貯蔵具である須恵器壺・瓶・甕であ

る。２６５は長頸瓶の口縁部から肩部であるが、頸部の接合痕はロクロによる胴部成形時に頸部の穴に

該当する箇所を別の粘土で塞いだ上で胴部の形を整え、口縁部分を取り付ける際に塞いだ粘土部分を

穿孔したことを示す痕跡である。

２７７はてづくね土師器小皿に手捏の台を付けて、高坏形態に仕上げたものである。小皿の形態から

１３世紀代のものと考えられる。２７８～２８０はてづくね土師器皿で、１２世紀後葉から１３世紀代のものであ

ろう。２８１～２８３は大宰府分類（太宰府市教育委員会２０００）青磁碗の�類である。２８４は同分類白磁皿�
１b類であろうか。２８５は古瀬戸瓶類の口縁部であり、中期の製品であろうか。２８６～２９０は珠洲焼で珠

洲焼編年�・�期が想定される。
SD２４４（第２１～２８図）２９１～４３８の弥生時代から平安時代初頭頃の遺物が出土している。２９３を除く２９１

～３３８は古墳時代の壺・甕である。２９１は壺の口縁部から頸部付近で、頸部付近の破断箇所は全周打ち

欠いて整った円形に整形している。３０２は口縁部外面の強い指頭圧痕により、厚みの凹凸が大きくな

っている。３０３～３０５は山陰系の甕である。３２０～３２３は布留甕である。３２４は小型の甕で、外面には全

体的に強く煤が付着しており、内面底部付近はコゲが、胴部中位から上位にかけてはヨゴレが付着し

ている。３２５は球形の体部をもつ甕で、外面には全体的に煤が強く付着しており、内面底部付近には

コゲが、胴部中位から口縁部にかけてはヨゴレが付着している。３３０は長胴気味の胴部をもつ甕で、

外面全体に煤が付着しているが、口縁部から頸部にかけてはより強く付着している。内面には薄くヨ

ゴレが付着する程度である。３３２は中型の甕で、外面全体に強く煤が付着し、内面は底部付近にヨゴ

レが付着している。３３５は長胴気味の胴部を持つ甕で、外面には強く煤が付着し、内面の口縁部から

頸部と胴部下半にはヨゴレが、胴部上位中位境にはパッチ状のコゲが付着している。３３９は広口であ

り、甑と想定している。３４９～３５４は移動式竈の部位と考えられ、全体的にハケ目調整を施している。

３４９は竈の掛け口と考えられる。３５０は焚口上部の庇部分と考えられ、内面には煤が付着している。３５１

は正面から見て焚口右側の部位と考えられる。３５２～３５４は接地部が残っており、３５３は正面から見て

左側の庇接地部付近と考えられる。３５５・３５６は鉢で、３５５は底部に穿孔が見られる。３５７～３６１は小型

丸底壺で、３５７は手捏形の小型壺である。３６２は内外面赤彩する小型の鉢である。３６７～３７２は高坏であ

り、３６７を除いて古墳時代のものである。３７１は柱状の脚部をもつもので、脚部外面と坏部内面を赤彩

するが、坏部外面については破損のため不明である。３７３～３９５は古墳時代中・後期の土師器碗であり、

３８３～３９５内面黒色処理を施しており、３８３～３８６は台付碗である。３８６は碗部見込みに十字の線刻が見

える。３９６～４０９は古墳時代中・後期の須恵器坏蓋である。３９６・３９８・３９９は古墳TK４７、３９７はTK２３

～４７、４００～４０２はMT１５、４０３～４０６はTK１０、４０７・４０８はTK４３、４０９はTK４３～２０９型式が概ね想定さ

れる。４１０～４２４は上記の蓋に対応する坏身である。４１０・４１２は古墳TK２３～４７、４１１・４１４・４１６はTK

４７、４１３・４１５・４１７・４１８はTK１０、４１９～４２２はTK４３型式が想定される。４２５～４２８は古墳時代中・後

期の高坏である。４２５は台形、４２６は三角形、４２７は小さな方形の透かしが脚部に見られる。４２９は非常
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に緻密な胎土の�と考えられるものであり、底部にはタタキ目が見える。
４３０～４３７は奈良時代から平安時代初頭頃の製品である。４３０は須恵器蓋で、古代�～�１期頃が想
定される。４３１・４３２は須恵器有台坏で、４３１は�～�期、４３２は�１期が想定される。４３１の内底面に
は墨痕が広く認められるため、転用硯の可能性がる。４３２は内底面に漆膜が付着している。４３３～４３５

は須恵器無台坏で、古代�期が想定される。４３４は内底面に漆塗膜が付着しており、４３２と共に漆容器
として使用されていたものであろう。４３６・４３７は内外面赤彩を施す土師器碗であり、４３６は内外面に

ミガキ調整を丁寧に施している。４３７は内底面にミガキ調整と連弧状の暗文を施しており丁寧な造り

である。また、破断箇所を打ち欠いて研磨しているような痕跡があり、円盤状に加工している可能性

がある。

４３８は口縁部に強い１段ナデを施し、内面はミガキ調整を施す器台状の土師器である。底部穿孔径

は９～１０㎜で、胎土は比較的精良だが、やや大きめの砂粒と若干の小礫が混ざる。外底部には接着面

で径３㎝程の脚部がついていたことが破断痕跡から推定できる。形態的には鎌倉時代頃の土師器小皿

に類似するが、器壁の厚さや胎土、内面の調整が異なっており、古墳時代の器台の可能性を考えてお

きたい。

SD２４０・２４４（第２９図） SD２４０と２４４の合流点付近で出土した遺物で、４３９～４４４が出土している。４３９～

４４４は古墳時代中・後期の須恵器坏蓋および坏身である。４３９・４４０・４４４は古墳TK１０、４４１～４４３はTK

４３型式が想定される。

第５節 遺構外
遺構外（第２９図）４４５～４５３が出土している。４４５は古墳時代後期の須恵器坏身で古墳MT１５型式が想

定される。

４４６～４４９は平安時代初頭前後の須恵器有台坏と無台坏であり、古代�期が想定される。４４８と４４９の
外底面には袋文字「人」の墨書が見られる。４５０・４５１は龍泉窯系青磁碗であり、４５０は大宰府分類�b
類である。４５２・４５３は奈良・平安時代の須恵器貯蔵具である壺と甕である。
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第２４図 SD２４４出土土器・陶磁器（４）〔S＝１／３〕
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第２５図 SD２４４出土土器・陶磁器（５）〔S＝１／３・６〕
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３８４

第２６図 SD２４４出土土器・陶磁器（６）〔S＝１／３〕
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４１２

４０１

第２７図 SD２４４出土土器・陶磁器（７）〔S＝１／３〕
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４３５

第２８図 SD２４４出土土器・陶磁器（８）〔S＝１／３〕
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０ １５cm

４４３４３９
４４１

４４４４４０ ４４２

４４６ ４４８
４４５

４４７

４５１

４４９
４５０

４５２

４５３

第２９図 SD２４０・２４４（４３９～４４４）、遺構外（４４５～４５３）出土土器・陶磁器〔S＝１／３〕
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第２表 土器・陶磁器観察表（１）

番号 遺構 器種
法量

遺存
／１２

胎土 調 整 色調
産地 備 考 実測

番号口径
長

器高
幅

胴径
厚

底径
摘径

頸径
受径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

１ ２区
SB５０８

須恵器
坏身 （２４） 受

１２８ 口１ ◎ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰白 P４ TM１４０

２ ２区
P１５

須恵器
無台坏 １２６ ３７ ８６ 口１

以下 ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ
ラ起シ・ナデ 灰白 灰白 TM１３９

３ ２区
P１７

土師器
甕 （３６） ３４ 底１２ ◎ ○ △ △ ハケ ハケ ナデ 淡橙褐 黒 TM１４１

４ ２区
P１９

須恵器
有台坏 （３８） ７７ 底３ ○ ◎ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ナデ 灰 灰白 TM１３８

５ ２区
P１９

須恵器
無台坏 １１７ ３９ ９２ 口２ ◎ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 TM１３７

６ ２区
P２２

土師器
甕 １５８（８１） １３４ 口３ ◎ △ ○ ○ ナデ ハケ・キザミ ナデ ケズリ後ナデ 淡黄褐 淡黄褐 TM１４３

７ ２区
P２５

土師器
器台 （５４） 頸４ ◎ ○ ◎ ミガキ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 TM１４２

８ ２区
P２５

土師器
甕 ２０４（１０７）２３４ １６０ 口１

以下 ◎ △ ◎ ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡橙褐 淡橙褐 TM１４４

９ ２区
SK２０８

須恵器
蓋 １００ ３２ ツマミ

２５ 口２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ
デ 灰白 灰白 TM２２４

１０ ２区
SK２０８

須恵器
有台坏 １１６ ４０ ９０ 底１０ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 灰 灰 SK２４０と接合 TM２２２

１１ ２区
SK２０８

須恵器
無台坏 １２０ ３７ ８０ 底２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 淡黄褐 淡橙褐 TM２２１

１２ ２区
SK２０８

須恵器
無台坏 １２０ ３４ ７６ 底５ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰白 灰 TM２１９

１３ ２区
SK２０８

須恵器
無台坏 １１６ ３４ ７４ 底４ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ナデ 灰白 灰白 TM２２０

１４ ２区
SK２０８

須恵器
盤 １５６ ２５ １１８ 底６ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰白 灰白 遺構外 Y１４W と
接合 TM２２３

１５ ２区
SK２０８

土師器
甕 １７６（４９） １３４ 口４ ○ △ ◎ マメツ マメツ 橙褐 橙褐 TM２２５

１６ ２区
SK２０８

土師器
甕 １４２（３６） １３１ 口１ ◎ △ ナデ ハケ ナデ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 TM２２６

１７ ２区
SK２０８

土師器
甕 ２１８（５８） １９０ 口１ ○ △ ナデヵ ナデヵ ナデヵ ナデヵ 淡黄褐 淡橙褐 TM２２７

１８ ２区
SE２５１

土師器
皿 ７４ １６ ３５ 口１０ △ △ 横ナデ 横ナデ 指痕 淡橙灰褐 淡橙灰褐 FJ４６

１９ ２区
SE２５２

須恵器
甕 頸２ ◎ ○ ロクロナデ タタキ ロクロナデ タタキ 灰 灰 FJ４７

２０ ２区Y１２
SE２５２

珠洲
甕 ４１８（８８） ３８６ 口１ ◎ △ ロクロナデ タタキ ロクロナデ タタキ 淡灰 淡灰

内外面自然釉、
SD２４０と接合、
２８９と同一ヵ

E１６３

２１ ２区AB５
SD２２２

須恵器
蓋 １３２（５１） 口４ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 内外面煤付着 E６４

２２ １区AA６
SD２２２

須恵器
蓋 １１０ ２６ ５２ 口４ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 SD３０３、外面重焼

痕 S１１８

２３ ２区AA６
SD２２２

須恵器
無台坏 （４２） ６５ 底７ ○ ○ ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 淡褐 淡褐 OH５９

２４ １区AA６
SD２２２

須恵器
無台坏 １３０ ３６ ８０ 口３ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ 灰 灰 底部外面墨痕 OH５８

２５ ２区AB５
SD２２２

須恵器
� （４８）１０８ 胴３ ○ △ ロクロナデ・

列点文 ロクロナデ 灰白 灰 １区SD２２２と接
合、内外面自然釉 TM９０

２６ ２区AB５
SD２２２

土師器
碗 １４２（４８） 口２ ◎ ナデ ナデ ナデ ナデ 淡桃灰

褐
淡桃灰
褐 EE７０

２７ ２区AA６
SD２２２

土師器
皿 １４２ ３３ ８４ 口１

以下 ○ ナデ ナデ・指痕 ナデ ナデ・指痕 ナデ 淡灰黄 淡灰黄 S１２２

２８ ２区
SD２２２

土師器
把手

長
５４

幅
３５

厚
３３ △ ○ 淡桃灰 淡桃灰 EE７６

２９ １区AA６
SD２２２

赤彩
碗 （３７） ８８ 底５ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 糸切リ 淡桃褐 淡桃褐 EE７４

３０ １区AA８
SD２２２

赤彩
碗 （３８） ８０ 底９ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 糸切リ 淡橙褐 淡橙褐 EE７３

３１ １区AB５
SD２２２

須恵器
甕 ３９６（９０） 口１

以下 △ △ △ ロクロナデ・
波状文 ロクロナデ 灰 灰白 TM９２

３２ １区AA６
SD２２２

須恵器
蓋 １１２ ２７ ツマミ

２２ 口３ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 暗灰 暗灰 SD３０３、内面にヘ
ラ記号 S１１７

３３ １区AA６
SD２２２

須恵器
蓋 １４０ ３２ ツマミ

３３ 口１ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 SD３０３ S１１６

３４ １区AA６
SD２２２

須恵器
蓋 １７６ ３５ ツマミ

３２ 口１ ○ △ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 SD３０３ S１２０

３５ １区AA６
SD２２２

須恵器
有台坏 １０４ ４１ ７４ 口２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰 灰 SD３０３、打欠 S１１５

３６ １区AA６
SD２２２

須恵器
有台坏 １３４ ４３ ８０ 口１ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 暗灰 SD３０３ S１１９

３７ １区AA６
SD２２２

赤彩
碗 １６６ ４８ １１４ 口４ ○ ミガキ・ケズリ ミガキ・ケズリ ミガキ ミガキ ミガキ 淡橙褐 淡橙褐 SD３０３ S１２１

３８ １区AA８
SD２２２

須恵器
甕 １８６ ７１ １４２ 口２ ○ △ ロクロナデ タタキ ロクロナデ タタキ 灰 淡灰 SD３０３ S１１４

３９ ２区
SD３０３

須恵器
蓋 １１４ ２９ ツマミ

２２ 口１１ ◎ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 高松 �１０５、打欠、
内面墨痕 E１８２

４０ ２区
SD３０３

須恵器
蓋 １３０ ２７ ツマ

ミ２５ 口１１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリヵ 淡灰 淡灰 高松 �１０７、打欠、
重焼痕 E１９１

４１ ２区AA９
SD３０３

須恵器
蓋 １３８ ２８ ツマミ

２４ 口１２ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ
デ 灰褐 灰褐 末 �７ E１７３

４２ ２区
SD３０３

須恵器
蓋 １３０ ２９ ツマミ

２９ 口１２ △ ロクロナデ ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 末 �２、重焼痕、
内面朱墨ヵ E１６８

４３ ２区
SD３０３

須恵器
蓋 １２８ ２８ ツマミ

２６ 口１０ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ
デ 灰 灰 末 �６４、打欠ヵ、

重焼痕 E１７１

４４ ２区
SD３０３

須恵器
蓋 １２９ ２３ ツマミ

２２ 口１ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ
デ 灰 灰 末 �１０９、打欠、

重焼痕 E１７５

４５ ２区
SD３０３

須恵器
蓋 １８４ ３８ ツマミ

３０ 口８ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 高松 �１０１ E１８４

４６ ２区Y１７
SD３０３

須恵器
蓋 １８６ ４３ ツマミ

３３ 口６ ◎ ○ ロクロナデ ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 高松 �２８ E１８５

４７ ２区Y１８
SD３０３

須恵器
有台坏 （６０） １０４ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰白 灰白 高松 �２０２ TM２００

４８ ２区
SD３０３

須恵器
有台坏ヵ （２１） ９５ 底１０ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 �７２ TM２０３

４９ ２区
SD３０３

須恵器
有台坏 １０３ ４４ ６９ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 �３８・３９、重焼痕、
付着物 TM２０２

５０ ２区Y１７
SD３０３

須恵器
有台坏 １１１ ４３ ７９ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰白 高松 �３６ TM２０７

５１ ２区Y１７
SD３０３

須恵器
有台坏 １０６ ３８ ７４ 底６ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ナデ 灰 灰 高松 �３２、底部外面に

墨痕ヵ TM２０４

－３９－



第２表 土器・陶磁器観察表（２）

番号 遺構 器種
法量

遺存
／１２

胎土 調 整 色調
産地 備 考 実測

番号口径
長

器高
幅

胴径
厚

底径
摘径

頸径
受径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

５２ ２区Y１７
SD３０３

須恵器
有台坏 １１４ ４３ ７０ 底１１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 �３７、底部外面に
墨痕ヵ、打欠 TM２１２

５３ ２区
SD２４０

土師器
壷 １５８（５７） ８８ 口１ ○ △ △ ナデ ハケ ナデ ハケ 淡赤橙灰 淡赤橙灰 外面、内面口縁部

赤彩 S６２

５４ ２区
SD２４０

弥生
壷

口１
以下 ○ ナデ・キザミ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 OH４７

５５ ２区
SD２４０

土師器
壷

口１
以下 ○ ◎ ナデ・ハケ・円

形浮文 ナデ・ハケ 濃橙褐 濃橙褐 OH４６

５６ ２区
SD２４０

土師器
壷 ２２７（９０） １３９ 口２ ○ ナデ・キザミ ナデ ナデ ナデ 橙茶褐 橙茶褐 OH４４

５７ ２区
SD２４０

土師器
壷 １１４（５９） ８２ 口３ ○ △ ハケ ハケ ハケ ナデ 淡褐 淡褐 孔１コ残 OH４５

５８ ２区
SD２４０

土師器
甕 １４６（４２） １１０ 口３ △ △ ナデ・指痕・マ

メツ ナデ・マメツ ハケ・ナデ・マ
メツ

ハケ・ナデ・マ
メツ 橙灰褐 灰褐 内外面に黒斑 S６３

５９ ２区
SD２４０

土師器
甕 １４８（６７） １２６ 口３ ○ △ ○ ナデ・ハケ ナデ・ハケ ナデ マメツ 淡橙桃 淡橙灰 外面煤付着 S６０

６０ ２区
SD２４０

土師器
甕 １３２（８４） １２２ 口３ ○ △ △ ナデ ハケ ナデ・ハケ・指

痕 ケズリ 淡橙灰 淡橙灰 S６１

６１ ２区
SD２４０

土師器
壷

口１
以下 ○ ミガキ ミガキ ミガキ ナデ 橙褐 橙褐 OH４８

６２ ２区
SD２４０

土師器
甕 １８８（５０） １４８ 口１

以下 ○ △ ナデ ナデ ナデ ケズリ 淡橙灰 淡橙灰 口縁煤付着 S５９

６３ ２区
SD２４０

土師器
甕 １９５（７９） １７２ 口３ ◎ ナデ ナデ・ハケ ナデ ナデ・ケズリ 灰褐 灰褐 上層 OH３１

６４ ２区
SD２４０

土師器
甕 ２１４（１１１） １８５ 口１ ○ ナデ ナデ・ケズリ ナデ ナデ・ハケ 淡橙褐 淡橙褐 外面煤付着 OH３２

６５ ２区
SD２４０

土師器
甕 ２０６（１９０）１７２ １６３ 口３ ○ △ △ △ ナデ・指痕 ハケ ハケ後ナデ ハケ・指痕 淡橙灰褐 淡橙灰褐 内外面口縁煤付

着 S５５

６６ ２区
SD２４０

土師器
甕 ２２６（９１） １９８ 口１ ○ △ △ ナデ・ハケ ナデ・ハケ ナデ ナデ 淡橙灰 淡橙灰 外面煤付着 S５８

６７ ２区
SD２４０

土師器
甕 １７２（８０） １５２ 口２ ○ △ △ ナデ・ハケ ナデ・ハケ ハケ後ナデ ハケ後ナデ・

指痕 灰褐 淡茶褐 外面口縁煤、内面
胴部ヨゴレ付着 S５４

６８ ２区
SD２４０

土師器
甕 １４２（６７） １２４ 口２ △ ナデ ハケ ナデ ハケヵ 灰褐 灰褐 外面煤付着 S５７

６９ ２区
SD２４０

土師器
甕 １８４（８１） １６６ 口２ ○ △ △ △ ナデ ハケ ナデ ナデ 淡灰褐 淡灰褐 外面煤・内面一部

ヨゴレ付着 S５６

７０ ２区
SD２４０

土師器
小甕 １２６ １０２ １２２ ２５ １１８ 口３ ○ △ △ △ ナデ ハケ ハケ ハケ・ナデ 橙褐 淡灰褐 河上層、外面一部

・内面口縁に黒斑 S５３

７１ ２区
SD２４０

土師器
小甕 １４８ １３５ １４０ ４０ １３２ 口５ △ ○ △ ナデ ケズリ・指痕 ナデ ナデ・ハケ 淡桃灰 淡桃灰 外面一部黒斑、

胴部焼成後穿孔 S６５

７２ ２区
SD２４０

土師器
甕 １６０（１６４）１８０ １４８ 口１０ ◎ ○ ナデ ハケ ナデ ケズリ・ナデ 淡黄褐 淡黄褐 外面煤、内面ヨゴ

レ付着 TM１２７

７３ ２区
SD２４０

土師器
甕 １６８ ２９０ ２８８ １００ １６３ 底５ ◎ ○ △ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ナデ 淡橙褐 灰黄褐 外面煤、内面コゲ

・ヨゴレ付着 TM１２６

７４ ２区
SD２４０

土師器
甑 １７３（６６） 口３ ◎ ◎ △ ナデ ハケ ナデ ケズリ 鉄分付着 FJ４１

７５ ２区
SD２４０

土師器
甑 ２７３（８３） 口２ ○ ナデ ハケ ナデ ハケ 黄褐 黄褐 上層 OH２９

７６ ２区
SD２４０

土師器
甑 （１１２） ９０ 底６ ○ ○ ハケ ケズリ 黄橙褐 黄橙褐 OH３０

７７ ２区
SD２４０

土師器
鍋ヵ （７６） １４０ 底１ △ △ ハケ・ナデ・

ケズリ ケズリ・ナデ 淡灰褐 淡灰褐 F７

７８ ２区
SD２４０

土師器
甑

口１
以下 ○ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ハケ 黄褐 茶褐 外面煤、内面ヨゴ

レ付着 OH３３

７９ ２区
SD２４０

土師器
把手

長
６３

幅
４１

厚
３１ ◎ △ ○ 淡橙褐 淡橙灰褐 FJ４５

８０ ２区
SD２４０

土師器
把手

長
４６

幅
２９

厚
２９ ◎ ○ ○ ハケ・ナデ ハケ・ケズリ 淡桃灰褐 暗灰 FJ４２

８１ ２区
SD２４０

土師器
把手

長
６４

幅
４３

厚
４０ ○ ケズリ 鉄分付着 FJ４４

８２ ２区
SD２４０

土師器
把手

長
６３

幅
４５

厚
３８ ◎ △ △ ナデヵ ケズリ 淡灰褐 淡灰褐 FJ４３

８３ ２区
SD２４０

土師器
小甕 （６９） ５３ 底１２ △ △ △ ケズリ・ナデ ケズリ・ナデ 橙灰褐 橙灰褐 F６

８４ ２区
SD２４０

土師器
碗 １３６（４６） 口２ ○ △ △ 横ナデ ケズリヵ ナデ ナデ 橙灰褐 橙灰褐 FJ３９

８５ ２区
SD２４０

土師器
碗 底２ ○ 横ナデ ケズリ・ナデ ナデ ナデ 淡橙褐 淡橙灰褐 FJ４０

８６ ２区
SD２４０

土師器
碗 １２５ ３５ ５８ 口２ ○ △ ○ ナデ ナデ ミガキ ミガキ 灰褐 灰褐 内外面赤彩ヵ FJ３７

８７ ２区
SD２４０

内黒
碗 １３７ ４５ ４０ 底３ ○ △ ハケ・ケズリ・

ナデ
ハケ・ケズリ・
ナデ ナデ ミガキ 灰褐 黒 外面に黒斑 FJ３３

８８ ２区
SD２４０

内黒
碗 １３８（４２） 口３ ○ △ 横ナデ ケズリ・ナデ ミガキ ミガキ 淡黄褐 黒 FJ３２

８９ ２区
SD２４０

内黒
碗 １５６ ３８ 口３ △ ○ △ 横ナデ ハケ・ナデ ミガキ ミガキ 灰褐 黒 外面口縁黒斑 FJ２９

９０ ２区
SD２４０

内黒
碗 １４９ ４３ ６５ 口３ △ ○ △ 横ナデ ナデ・ケズリ ミガキ ミガキ 灰褐 黒 外面口縁黒斑、

焼成後穿孔（１コ） FJ３０

９１ ２区
SD２４０

内黒
碗 １２６（３０） 口１ △ ○ ○ 横ナデ ケズリ・ナデ ミガキ ミガキ 淡灰褐 黒 外面口縁黒斑 FJ３４

９２ ２区
SD２４０

内黒
碗 １６０（５２） 口１ △ ○ △ 横ナデ ケズリ・ナデ ミガキ ミガキ 灰褐 黒 外面口縁黒斑 FJ３１

９３ ２区
SD２４０

土師器
碗 １９２（５２） 口１

以下 ○ ナデ・ミガキ
ヵ

ナデ・ミガキ
ヵ

ナデ・ミガキ
ヵ

ナデ・ミガキ
ヵ 淡橙灰褐 濃灰褐 口縁内外面煤付

着 S６４

９４ ２区
SD２４０

内黒
台付碗 （６３） ７８ 底１ △ △ ナデ・ケズリ ミガキ・ケズ

リ・ナデ 淡桃灰褐 黒 FJ３６

９５ ２区
SD２４０

内黒
台付碗 （５３） ９９ 底７ △ △ ナデ・ハケ ミガキ・ケズ

リ・ナデ 淡灰褐 黒 FJ３５

９６ ２区
SD２４０

土師器
手捏 ３４ ２４ ５ 口１２ ○ △ 指痕 指痕 淡黄灰 淡黄灰 E２４６

９７ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １３６ ４７ 口１ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 暗灰 S１５０

９８ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １４２ ５５ 口３ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 淡灰 S１３４

９９ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １５０（４８） 口３ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 白黄灰 白黄灰 S１３７

１００ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １４２（５７） 口３ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 暗灰 暗灰 S１３８

１０１ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １４４ ４３ 口１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 S１３３

１０２ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １４２（４６） 口３ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 外面弱い沈線 S１２９

－４０－



第２表 土器・陶磁器観察表（３）

番号 遺構 器種
法量

遺存
／１２

胎土 調 整 色調
産地 備 考 実測

番号口径
長

器高
幅

胴径
厚

底径
摘径

頸径
受径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

１０３ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １１４ ３９ 口４ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ 暗灰 淡灰 S１３１

１０４ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １５２ ３８ 口１ △ △ ヘラ切リ後

ナデ
ヘラ切リ後
ナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰 淡灰 外面自然釉 S１３０

１０５ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １４２ ４２ 口５ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ 灰 灰 外面自然釉 S１３２

１０６ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １２４ ３８ 口１

以下 ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ
ラ起シ・ナデ 灰 灰 S１３５

１０７ ２区
SD２４０

須恵器
坏身 ９４ （３８） 受

１１６ 口３ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 S１４７

１０８ ２区
SD２４０

須恵器
坏身 （４７） 受

１２０ 底７ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 暗灰 暗灰 S１４９

１０９ ２区
SD２４０

須恵器
坏身 １３６ ５５ 受

１５６ 口６ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 重焼痕 S１４１

１１０ ２区
SD２４０

須恵器
坏身 １３２ ４９ 受

１５８ 口４ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 S１４２

１１１ ２区
SD２４０

須恵器
坏身 １１５ ４２ 受

１３５ 底１２ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 暗灰 暗灰 S１４３

１１２ ２区
SD２４０

須恵器
坏身 ９８ ３５ 受

１１９ 口１２ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・工
具痕 暗灰 灰 重焼痕 S１４４

１１３ ２区
SD２４０

須恵器
坏身 １３２ ４９ 受

１５２
口１
以下 ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 S１４８

１１４ ２区
SD２４０

須恵器
高坏ヵ １１２（３４） 口２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 暗灰 暗灰 遺構外 Y１４W と

接合 S１４０

１１５ ２区
SD２４０

須恵器
�・壷 １３２（４６） 口１

以下 △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 淡灰 白灰 S１３９

１１６ ２区
SD２４０

須恵器
� （７３）１９７ ８４ 胴５ ○ ロクロナデ ロクロナデ 茶灰 褐灰 OH７４

１１７ ２区
SD２４０

須恵器
� （６６）１６７ 胴３ ○ カキメ カキメ 淡灰 淡灰 OH７５

１１８ ２区
SD２４０

須恵器
小壷 （８５）１２４ ７２ 胴３ ○ △ ロクロナデ・

ケズリ
ロクロナデ・
指痕 灰 灰 OH８４

１１９ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １５８ ３０ ツマミ

３１ 口８ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 暗茶灰 暗茶灰 末 E１７０

１２０ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １５０ ２７ ツマミ

３３ 口３ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 高松 内面墨痕 E１８０

１２１ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １２８ ２４ ツマミ

２７
口１
以下 △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り・ケ

ズリ・ナデ 灰 灰 高松 内面線刻 E１７７

１２２ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １２６ ２２ ツマミ

２８ 口１１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 淡灰白 淡灰白 高松 打欠、内面墨痕 E１８３

１２３ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １１９ ２８ ツマミ

１９ 口１２ ○ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り・ケ
ズリ・ナデ 灰 灰 高松 打欠、内面ヘラ記

号 E１７８

１２４ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １２３ ２４ ツマミ

２３ 口１１ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 緑灰 赤灰 高松 打欠、内面ヘラ記
号 E１７９

１２５ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １３６ ２８ ツマミ

２４ 口１０ ◎ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 高松 打欠 E１８８

１２６ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １３０ ２２ ツマミ

２０ 口１１ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り・ナ
デ 淡灰 淡灰 高松 E１７２

１２７ ２区AA９
SD２４０

須恵器
蓋 １３８ ２１ ツマミ

２１ 口１１ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り・ケ
ズリ・ナデ 灰 灰 高松 ２区SD３０３と接

合、打欠 E１９０

１２８ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １２２ ３４ ツマミ

２４ 口１０ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 高松 カワ上層と接合、
打欠 E１８９

１２９ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １７０ １９ ツマミ

２７ 口１２ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 末 内面付着物 E１６９

１３０ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １２６ ２７ ツマミ

２８ 口１１ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り・ナ
デ 灰褐 灰褐 末 打欠 E１７４

１３１ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １５０ ２７ ツマミ

３４ 口１０ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 暗灰 暗灰 高松 打欠 E１８７

１３２ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １４０ ２９ ツマミ

３８ 口１０ ◎ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 暗灰 暗灰 高松 ２区SD２４４と接合 E１８１

１３３ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 １９０ ３５ ツマミ

３０ 口１０ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り・ケ
ズリ 淡灰 淡灰 高松 ２区SK２０８と接

合、打欠 E１８６

１３４ ２区
SD２４０

須恵器
蓋 ２０４ ３１ ツマミ

５５ 口４ ○ ロクロナデ ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ 灰 灰 末 ２区 AA９SD３０３・
SD３０３�１４５と接合 E１７６

１３５ ２区
SD２４０

須恵器
有台碗 １１４ ３８ ６７ 口１０ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 糸切リ 灰赤 灰赤 末 �１６、外面重焼痕 S７６

１３６ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １４１ ４１ ９８ 口１１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰 暗灰 高松 打欠 FJ８０

１３７ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １５４ ３８ １０７ 口１１ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰 灰 打欠 FJ７７

１３８ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １３８ ４７ ８６ 底７ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰 褐灰 高松 FJ８３

１３９ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １３６ ４７ ７９ 底９ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松ヵ TM１７６

１４０ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １３９ ４２ ８５ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰 暗灰 底部外面墨痕ヵ TM１７４

１４１ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １４６ ４３ ８６ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 底部外面ヘラ記
号 TM１７５

１４２ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 ９８ ３９ ７４ 口３ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 濃灰 濃灰 末 S８０

１４３ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 ９９ ３９ ７９ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 FJ７６

１４４ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １０３ ４４ ７６ 底１１ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 底部外面ヘラ記
号ヵ TM１６９

１４５ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １００ ４５ ６８ 底１１ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ナデ 灰 灰 高松 TM１５０

１４６ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１６ ３９ ７３ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 濃灰赤 濃灰赤 末 S７８

１４７ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １０７ ４２ ７６ 底１０ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ
底部外面ヘラ記
号 TM１７０

１４８ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １０２ ４２ ７７ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰 灰 TM１７３

１４９ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １０８ ４４ ７７ 底１２ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 白灰 高松 外面重焼痕 TM１４６

１５０ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １０８ ４８ ７２ 底１２ ◎ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 口縁部にヘラ記
号・打欠 TM１４７

１５１ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１２ ４１ ８４ 底１１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰白 外面重焼痕 TM１７１

１５２ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１２ ４２ ８０ 底６ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰
底部外面輪花状
線刻、内面付着物
（煤ヵ）

TM１６８

１５３ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１２ ４４ ７７ 口３ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 TM１５３

１５４ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１７ ３９ ８５ 口１０ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 末 ２ヶ所打欠 S７９

－４１－



第２表 土器・陶磁器観察表（４）

番号 遺構 器種
法量

遺存
／１２

胎土 調 整 色調
産地 備 考 実測

番号口径
長

器高
幅

胴径
厚

底径
摘径

頸径
受径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

１５５ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１７ ４０ ７５ 底１２ ◎ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 高松 TM１４９

１５６ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１８ ３９ ８０ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ・工具痕 灰 灰 末 上層 S８１

１５７ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１５ ４６ ８３ 底１２ ◎ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ナデ 灰 灰 高松 打欠 TM１５２

１５８ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１８ ４５ ６６ 底１２ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ナデ 灰 灰 高松 TM１５１

１５９ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１８ ３９ ８５ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 濃灰 灰 末 外面重焼痕 S８２

１６０ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １２２ ３８ ９０ 口６ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 末 S７７

１６１ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１８ ３８ ８９ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 濃灰 濃灰 末 S７５

１６２ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １２０ ４５ ９５ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ・工具痕 灰 灰 末 外面重焼痕 S８３

１６３ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １２１ ４５ ９０ 口１１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 灰 灰白 底部外面ヘラ記
号ヵ TM１７２

１６４ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１８ ４２ ７６ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 白灰 底部外面ヘラ記
号ヵ TM１４８

１６５ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １３２ ４４ ９６ 口５ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡青灰 淡灰 末 外面重焼痕、底部
外面墨痕ヵ S７４

１６６ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １２４ ４４ ８２ 口６ ◎ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 白灰 高松 TM１５４

１６７ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 （４０） １００ 底７ ○ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰褐 灰褐 末 河上層、底部外面
灯明痕ヵ S８４

１６８ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １４７ ６０ ９３ 底１２ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 打欠 FJ８６

１６９ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １４４ ５６ ８６ 底１２ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 打欠ヵ FJ８５

１７０ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １４６ ６０ １０１ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 末 S７０

１７１ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １５２ ５６ １１０ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰 淡灰 末 底部外面ヘラ記
号、外面重焼痕 S７１

１７２ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １５０ ６２ ９３ 口３ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 打欠 FJ８２

１７３ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １４８ ６５ ９８ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 打欠 FJ７９

１７４ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １５４ ５８ ９５ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰 暗灰 打欠 FJ８１

１７５ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １６０ ６４ １０９ 底１２ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰 暗灰 高松 底部外面ヘラ記
号 FJ８４

１７６ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １５４ ５７ １１８ 口７ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ナデヵ 灰 灰 末 AA９SD２２２と接

合、外面全体降灰 S７３

１７７ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １６５ ５６ １１６ 口１１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 灰 灰 辰口 or
高松 打欠 FJ７８

１７８ ２区
SD２４０

須恵器
有台坏 １５８ ６０ １１０ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰 淡灰 末 重焼痕、内外面付
着物 S７２

１７９ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１４ ２８ ８５ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰 暗灰 高松 重焼痕 S９５

１８０ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１０ ３５ ８２ 底１２ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 打欠、重焼痕 FJ７２

１８１ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１５ ３１ ８０ 口６ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 暗灰 暗灰 高松 重焼痕 FJ７３

１８２ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １０６ ３４ ８１ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 濃灰 濃灰 高松 S８８

１８３ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１２ ３３ ７４ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡褐灰 淡褐灰 高松ヵ 底部外面墨痕ヵ FJ７５

１８４ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ３４ ８４ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰 淡灰 高松 重焼痕 S１０９

１８５ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２５ ３０ ８７ 底６ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰褐 淡灰褐 高松ヵ 底部外面墨痕ヵ FJ７４

１８６ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２２ ３１ ９４ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 重焼痕 E１５２

１８７ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ３２ ８４ 底１０ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰白 灰白 末 TM１８７

１８８ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２４ ３５ ９２ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰白 灰白 高松 S９８

１８９ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ３１ ９０ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰白 灰白 末 �１、重焼痕 TM１５８

１９０ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２３ ３５ ５６ 口１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡橙灰 暗灰褐 高松 重焼痕 E１４１

１９１ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１６ ３４ ７４ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰 淡灰 高松 重焼痕 S９３

１９２ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２２ ２８ ９１ 底１２ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ 淡黄灰 淡黄灰 高松 底部外面ヘラ記

号 E１４２

１９３ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１８ ３３ ８９ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 暗灰 暗灰 高松 S９４

１９４ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２１ ３５ ９４ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡橙褐 淡橙褐 高松 重焼痕 E１４８

１９５ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１８ ３２ ８６ 底１２ △ ◎ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ 灰 灰 高松 �２、打欠 FJ７１

１９６ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２４ ３４ ９０ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 打欠、重焼痕、
内面煤付着 S１０５

１９７ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２３ ３７ ９４ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰 淡灰 高松 内面３ヵ所灯明痕
ヵ E１４９

１９８ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１８ ４０ ８６ 底１２ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 末 重焼痕 TM１６７

１９９ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２２ ３６ ８８ 口５ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 淡灰 淡灰 高松 S１１０

２００ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ４０ ８６ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰 淡灰 高松 打欠、重焼痕 S１０４

２０１ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１６ ３９ ９０ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰白 灰白 高松 打欠、重焼痕 S１１１

２０２ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１６ ３３ ８７ 底８ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 打欠 S１０８

２０３ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２１ ３８ ８４ 口１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 打欠、重焼痕 E１５５

２０４ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ４２ ８６ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰白 灰白 高松 S１０３

２０５ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１４ ３９ ８２ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 灰 灰 高松 重焼痕 S８９

２０６ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１６ ３７ ８６ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 灰 灰 高松 重焼痕 S９６

－４２－



第２表 土器・陶磁器観察表（５）

番号 遺構 器種
法量

遺存
／１２

胎土 調 整 色調
産地 備 考 実測

番号口径
長

器高
幅

胴径
厚

底径
摘径

頸径
受径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

２０７ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２４ ３７ ８７ 底６ ○ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 灰 灰 高松 重焼痕 S１０７

２０８ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１８ ３７ ８８ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰 淡灰 高松 重焼痕、底部外面
工具痕 S８６

２０９ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２１ ３６ ８６ 口１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡黄灰 淡黄灰 高松 重焼痕 E１４７

２１０ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２２ ３２ ８２ 口６ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 ２区遺構外Y１４W
と接合、重焼痕 E１４６

２１１ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１８ ３６ ９２ 口７ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰 暗灰 高松 重焼痕 E１５１

２１２ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１６ ３９ ９０ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰白 淡灰白 高松 内外面煤付着、
重焼痕 E１４３

２１３ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１６ ３３ ９０ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰黄 淡灰黄 高松 重焼痕、見込墨痕 E１４４

２１４ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１７ ４９ ８６ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰 淡灰 高松 重焼痕
内外面に灯明痕 E１５４

２１５ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２２ ３８ ８５ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 灰 灰 高松 内外面吹出物 S９７

２１６ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２９ ３９ ８６ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡黄灰 淡黄灰 高松 E１４５

２１７ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １３０ ３６ ８２ 口１２ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 淡灰褐 淡灰褐 高松 S１０２

２１８ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １３６ ４０ ９２ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡黄灰 淡黄灰 高松 内外面灯明痕 E１５０

２１９ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１８ ３５ ８６ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰白 灰白 重焼痕、内外面灯
明痕 S１２６

２２０ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ３５ ８３ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰赤 灰赤 高松 底部外面ヘラ記
号「十」 S８５

２２１ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ３６ ８０ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 淡灰 灰 高松 重焼痕、底部外面
ヘラ記号「十」 S１０６

２２２ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１４ ３８ ８０ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 白灰 灰 末 TM１６６

２２３ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１０ ４１ ８２ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 高松 底部外面にヘラ
記号ヵ S９１

２２４ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１０ ３７ ８０ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松
重焼痕、底部外面
ヘラ記号「－」
内面灯明痕

S９０

２２５ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１２ ３４ ７８ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 重焼痕、底部外面
ヘラ記号「－」 S９２

２２６ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １０８ ３８ ７８ 口８ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 内外面灯明痕、
打欠 S１２７

２２７ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１０ ３９ ８０ 口４ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 高松 重焼痕 S８７

２２８ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２２ ３７ ９６ 底１２ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰黄 淡灰黄 重焼痕、内外面漆
付着 E２４３

２２９ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１４ ３８ ７６ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰黄 淡灰黄
底部外面ヘラ記
号「－」、内外面漆
付着

E２４２

２３０ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２１ ２８ ８０ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 緑灰 緑灰 高松 重焼痕 E１５３

２３１ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １３０ ３５ ８７ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 末 重焼痕 TM１６４

２３２ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２５ ３４ ８４ 口５ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 末 TM１６３

２３３ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２６ ４０ ９２ 底１０ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 高松 重焼痕 S９９

２３４ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２６ ３９ ８７ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 末 重焼痕 TM１５５

２３５ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２７ ３０ ８０ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 淡褐灰 淡褐灰 末ヵ TM１６５

２３６ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １３６ ３４ ８６ 底８ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 灰 灰 高松 胴部・底部外面煤
or 灯明痕ヵ S１００

２３７ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２６ ３９ ６４ 底９ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 灰白 灰白 高松 重焼痕 S１０１

２３８ ２区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２８ ４１ ７２ 口３ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 内外面吹出物 S１３６

２３９ ２区
SD２４０

須恵器
盤 １５５ ２４ １１０ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 末ヵ 重焼痕 TM１６２

２４０ ２区
SD２４０

須恵器
盤 １６０ ２２ １３０ 底７ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 灰 灰 末 底部外面工具痕 TM１５７

２４１ ２区
SD２４０

須恵器
盤 １６０ ２５ １３６ 底８ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 末 重焼痕 TM１６０

２４２ ２区
SD２４０

須恵器
盤 １６０ ２４ １３６ 底９ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 白灰 白灰 末 ２区SD３０３２区
�５０接合、重焼痕 TM１６１

２４３ ２区
SD２４０

須恵器
盤 １４４ ２０ １１８ 底９ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 末 上層、重焼痕 TM１５６

２４４ ２区
SD２４０

赤彩
無台碗 １３５ ３９ ７０ 口３ △ ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ 暗赤褐 暗赤褐 E２３５

２４５ ２区
SD２４０

赤彩
無台碗 １５０ ４７ ５６ 底１０ △ ミガキヵ ミガキヵ ミガキヵ ミガキヵ マメツ 赤褐 赤褐 E２３７

２４６ ２区
SD２４０

赤彩
無台碗 １７６ ５７ ８０ 底１２ △ △ ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ 赤褐 赤褐 E２３６

２４７ ２区
SD２４０

土師器
無台碗 （１４） ４６ 底１２ ○ △ △ ナデ ナデ 糸切リ 淡橙黄 淡橙黄 E２４７

２４８ ２区
SD２４０

土師器
柱高台碗 （２２） ５６ 底１２ △ △ △ ナデ ナデ 糸切リ 淡橙褐 淡橙褐 E２４８

２４９ ２区
SD２４０

内黒
有台碗 （２１） ６４ 底１２ △ △ ナデ ミガキヵ マメツ 暗黄褐 黒 外面煤付着ヵ E２３８

２５０ ２区
SD２４０

内黒
有台碗 （２７） ７６ 底１

以下 △ ナデ ミガキ 黄褐 黒 外面鉄分付着 E２３９

２５１ ２区
SD２４０

内黒
有台碗 （４０） ６６ 底１２ ○ ○ ナデ ミガキ 糸切リ 淡黄褐 黒 E２４０

２５２ ２区
SD２４０

土師器
甕 １６８（１５０）１７８ １４０ 口１ ○ △ △ ナデ カキメ ナデ ナデ

ヨゴレ 淡褐灰 淡橙 S３７

２５３ ２区
SD２４０

土師器
甕 （６４） ７８ 底６ ◎ △ △ ハケヵ ナデ マメツ 淡橙灰 淡黄白

内外面煤付着、
底部内面炭化物
付着

E２５１

２５４ ２区
SD２４０

土師器
甕 １１２（５０）１１４ １０２ 口４ ○ △ △ ハケ ハケヵ ナデ ナデ 淡橙灰 淡灰褐 内外面煤付着 S１２４

２５５ ２区
SD２４０

土師器
甕 （２５） ８４ 底８ △ △ ○ ナデ 糸切リ 橙褐 橙褐 底部内面コゲ・外

面灯明痕ヵ E２４４

２５６ ２区
SD２４０

土師器
甕 １６０（６６） １４８ 口３ ○ ○ △ ナデ カキメ後ケズ

リ マメツ ハケヵ 淡灰褐 淡灰褐 内外面口縁煤付
着 S４３

－４３－



第２表 土器・陶磁器観察表（６）

番号 遺構 器種
法量

遺存
／１２

胎土 調 整 色調
産地 備 考 実測

番号口径
長

器高
幅

胴径
厚

底径
摘径

頸径
受径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

２５７ ２区
SD２４０

土師器
甕 ２１６（６９） １８８ 口１ ○ △ △ ナデ カキメ ナデ カキメ 淡灰褐 淡灰褐 外面煤付着 S３８

２５８ ２区
SD２４０

土師器
甕 ２２６（７９） １７８ 口３ ○ ○ △ ナデ カキメ ナデ・カキメ ナデ・カキメ 淡橙灰 淡橙灰 外面一部煤付着 S３９

２５９ ２区
SD２４０

土師器
鍋

口１
以下 △ ナデ カキメ ナデ ナデ 淡灰 淡灰 ２区 AA９SD２２２と

接合 E１３６

２６０ ２区
SD２４０

土師器
鍋 ３１０（９７） 口１ ○ ○ △ ナデ カキメ ナデ・カキメ ナデ・カキメ 淡桃灰 淡桃灰 S４１

２６１ ２区
SD２４０

土師器
鍋 ３３０（８０） ３２０ 口１ ○ △ △ ナデ カキメ ナデ カキメヵ 淡桃白灰 淡桃白灰 S４２

２６２ ２区
SD２４０

土師器
鍋 ３５０（８９） 口２ ○ △ △ ナデ カキメ ナデ・ハケ カキメ・ハケ 淡橙灰 淡橙灰 外面煤・内面ヨゴ

レ付着 S４０

２６３ ２区
SD２４０

須恵器
高坏 （９４） 頸１２ ○ ナデ ナデ 灰 灰 裾端部全周打欠 E１３８

２６４ ２区
SD２４０

須恵器
鉄鉢 １７６ ９０ １９０ ６０ 底１２ ○ ロクロナデ ケズリ ロクロナデ ロクロナデ 糸切リ 灰 灰 E１３７

２６５ ２区
SD２４０

須恵器
長頸瓶 （１２５） ５０ 頸１２ △ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ・

工具痕・指痕 灰 灰 ２区 AA９SD２２２，
１区ST２０３と接合 FJ６７

２６６ ２区
SD２４０

須恵器
長頸瓶 （１４５） ５３ 頸１２ ◎ ロクロナデ・

工具痕ヵ ロクロナデ 暗灰 暗灰 E１３９

２６７ ２区
SD２４０

須恵器
壷・瓶 （９８）２２０ １４３ ８７ 底２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰白 灰白 カワ上層 E１３５

２６８ ２区
SD２４０

須恵器
壷・瓶 （１１３）２１４ １３０ 底６ △ ロクロナデ ロクロナデ ナデ 灰褐 灰褐 E１３４

２６９ ２区
SD２４０

須恵器
壷 （８５） ８７ 頸１ △ ロクロナデ カキメ 淡灰 淡灰 E１４０

２７０ ２区
SD２４０

須恵器
甕 １５５（１７６）２５３ １４４ 口１ ○ △ ロクロナデ カキメ・ケズ

リ ロクロナデ ロクロナデ 暗灰 灰 OH８７

２７１ ２区
SD２４０

須恵器
甕

口１
以下 △ △ ロクロナデ タタキ ロクロナデ タタキ 灰 暗灰 OH９０

２７２ ２区
SD２４０

須恵器
甕 ２６４（７４） ２３０ 口１ ○ △ ロクロナデ・

タタキ後ナデ
カキメ後タタ
キ ロクロナデ タタキ 灰 灰 OH９２

２７３ ２区
SD２４０

須恵器
甕 ２４４（１４０） ２１２ 口２ ○ △ ロクロナデ タタキ ロクロナデ タタキ 灰 灰 OH９１

２７４ ２区
SD２４０

須恵器
壷 口１ ◎ ◎ ロクロナデ・

波状文 ロクロナデ 暗灰 灰 OH８９

２７５ ２区
SD２４０

須恵器
壷

口１
以下 △ △ ロクロナデ・

波状文 ロクロナデ 灰 灰 OH８８

２７６ ２区
SD２４０

須恵器
甕

口１
以下 ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 OH９３

２７７ ２区
SD２４０

土師器
台付皿 ９０ ４７ ５６ 底１１ △ △ ナデ 指痕 ナデ シボリ・ハケ 淡桃黄 淡桃黄 E２４１

２７８ ２区
SD２４０

土師器
皿 １１０ ２０ ６０ 口２ △ 横ナデ・面ト

リ ナデ 指痕 淡黄灰 淡黄灰 内外面に灯明痕 E２４９

２７９ ２区
SD２４０

土師器
皿 １２４ ２３ ７０ 口２ △ △ 横ナデ 指痕 ハケ後ナデ 淡灰褐 淡橙灰 E２７９

２８０ ２区
SD２４０

土師器
皿 １５６ ２９ １２０ 口２ △ △ ○ 横ナデ ナデ 淡灰橙 淡灰橙 内外面に灯明痕 E２４５

２８１ ２区主Y１２
SD２４０

磁器
碗

口１
以下 青磁釉 青磁釉 胎土色灰色 E１６０

２８２ ２区
SD２４０

磁器
碗

口１
以下 青磁釉 青磁釉 胎土色灰白色 E１５９

２８３ ２区主Y１２
SD２４０

磁器
碗 （２６） ６２ 底８ 青磁釉 青磁釉 胎土色淡灰色、

外面、底部無釉 E１５７

２８４ ２区
SD２４０

白磁
皿 １１４ ２７ ４４ 底３ 糸切リ 透明釉 透明釉 胎土色灰白色、

底部無釉、貫入 E１５６

２８５ ２区
SD２４０

陶器
瓶子 ４０ （３０） 口２ 灰釉 灰釉

無釉 瀬戸 胎土色淡灰黄色、
口縁部無釉 E１５８

２８６ ２区
SD２４０

珠洲
壷 （１５６）１８０ ７４ 底４ △ ロクロナデ・

波状文・指痕 ロクロナデ 暗灰 暗灰 E１６１

２８７ ２区主Y１２
SD２４０

珠洲
甕

口１
以下 ○ △ △ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 E１６５

２８８ ２区
SD２４０

珠洲
甕 ３３４（２６６）４５６ ３３０ 口２ ○ △ ロクロナデ タタキ ロクロナデ タタキ 灰 灰 E１６６

２８９ ２区
SD２４０

珠洲
甕

底１
以下 ◎ △ タタキ・ナデ ナデ 灰 灰 ２０と同一ヵ E１６４

２９０ ２区
SD２４０

珠洲
鉢

口１
以下 △ △ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 E１６２

２９１ ２区
SD２４４

土師器
壷 ９４ （７７） ５４ 口１１ △ ◎ △ △ ミガキ ミガキ ナデ・ミガキ ナデ・指痕 淡橙灰 暗灰褐 体部断面全周打

欠ヵ TM１０８

２９２ ２区
SD２４４

土師器
壷 １２８（５０） ９１ 口８ ○ △ △ ミガキ ミガキ ナデ ハケ後ナデ・

指痕 淡黄褐 淡黄褐 TM１０９

２９３ ２区
SD２４４

土師器
壷

口１
以下 ◎ ◎ ナデヵ・竹管

文 ナデヵ 明橙黄 明橙黄 E１０２

２９４ ２区
SD２４４

土師器
甕 １８２（５９） １５９ 口２ ◎ ○ △ △ ハケ後ナデ ハケ ハケ後ナデ ハケ 淡橙桃 淡黄茶褐 内面黒斑・煤付着 E９４

２９５ ２区
SD２４４

土師器
壷 （９７） ８４ 頸４ ○ ○ ハケ後ナデ・

ハケ ナデ・ケズリ 明橙褐 淡黄褐 E８５

２９６ ２区
SD２４４

土師器
壷 １６６（６３） １１７ 口２ ◎ ○ ◎ △ ミガキ ハケ後ミガキ ミガキ ハケ後ミガキ

・ハケ後ナデ 淡黄褐 淡黄褐 TM１１０

２９７ ２区
SD２４４

土師器
壷 １７４（６１） １１６ 口８ ◎ ◎ ナデ・ハケ後

ミガキヵ
ハケ後ミガキ
ヵ 淡褐 淡褐 TM１１１

２９８ ２区
SD２４４

土師器
甕 １４２（４７） １２４ 口２ ○ △ △ ナデ ハケ ナデ・指痕 ケズリ 淡桃褐 淡桃灰褐 外面煤付着 S３６

２９９ ２区
SD２４４

土師器
壷 １７６（７１） １３４ 口２ ◎ △ ○ ハケ後ナデ ハケ 淡黄桃 淡黒褐 E９３

３００ ２区
SD２４４

土師器
甕 １２４（５２） １１０ 口３ ○ △ ナデ・ハケ ナデ・ハケ ハケ後ナデ ケズリ 茶褐 淡灰褐 外面煤付着 S３１

３０１ ２区
SD２４４

土師器
壷 １３０（７２） ９６ 口２ ◎ ◎ ナデ・ハケ ハケ ハケ後ナデ ハケ・ケズリ 桃褐 明黄褐 内面黒斑 E８４

３０２ ２区
SD２４４

土師器
甕 １６０（５０） １２６ 口５ ○ △ ハケ・指痕 ハケ ハケ・指痕 ハケ 淡黄褐 淡黄褐 外面煤付着 E９０

３０３ ２区
SD２４４

土師器
甕 １８４（５１） １５０ 口２ ○ △ ナデ ハケ後ナデ 黄茶褐 暗黄褐 外面煤付着 E８７

３０４ ２区
SD２４４

土師器
壷 １７６（７０） １６０ 口１

以下 ◎ ○ ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡橙褐 淡橙褐 外面煤付着 E８８

３０５ ２区
SD２４４

土師器
甕 ３４０（８３） 口１

以下 △ ナデ・ハケ後
ナデ ナデ 淡黄灰褐 黒褐 E９７

３０６ ２区
SD２４４

土師器
甕 ２２７（６５） １７６ 口３ ○ ○ ナデ ハケ ナデ ハケ後ナデ・

ケズリ 橙褐 橙褐 外面煤付着 OH３８

３０７ ２区
SD２４４

土師器
甕 １６０（６３） １４２ 口５ ○ ○ ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡黄桃 淡黄桃 外面黒斑 E９９

－４４－



第２表 土器・陶磁器観察表（７）

番号 遺構 器種
法量

遺存
／１２

胎土 調 整 色調
産地 備 考 実測

番号口径
長

器高
幅

胴径
厚

底径
摘径

頸径
受径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

３０８ ２区
SD２４４

土師器
甕 １９２（９４） １６０ 口４ ◎ ◎ ハケ後ナデ ハケ ナデ・ケズリ

後ナデ ケズリ 黄褐 褐灰 外面煤付着 TM６１

３０９ ２区
SD２４４

土師器
甕 １９３（９２） １６６ 口３ ○ ○ ナデ ハケ ハケ後ナデ・

ハケ ハケ 淡灰褐 淡灰褐 外面煤付着 OH３５

３１０ ２区
SD２４４

土師器
甕 ２００（６４） １６８ 口１ ◎ △ △ △ ナデ ハケ ナデ ハケ 淡灰褐 淡灰褐 S３５

３１１ ２区
SD２４４

土師器
甕 １８２（８３） １６３ 口１

以下 △ ハケ後ナデ ハケ ハケ後ナデ ケズリ 淡黄茶褐 淡茶褐 E９６

３１２ ２区
SD２４４

土師器
甕 １９７（５７） １７５ 口５ △ ○ △ ハケ後ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡橙褐 淡橙褐 内面ヨゴレ付着 OH３６

３１３ ２区
SD２４４

土師器
甕 １８６（７１） １６４ 口７ ◎ ◎ △ ナデ ハケ ハケ後ナデ ケズリ後ナデ

・ナデ 淡灰褐 灰褐
２区SD２２２と接
合、外面一部煤付
着

TM５９

３１４ ２区
SD２４４

土師器
甕 １３９（５２） １１６ 口１１ ○ ◎ ○ △ ナデ ハケ ナデ ハケ 淡橙褐 淡橙褐 外面煤付着 OH３４

３１５ ２区
SD２４４

土師器
甕 ２０８（７５） １７８ 口２ ○ ○ △ ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡桃灰褐 淡桃灰褐 外面煤付着 FJ２１

３１６ ２区
SD２４４

土師器
甕 １２６（９４） １１０ 口２ △ ハケ後ナデ ハケ ナデ ケズリ後ナデ 淡灰褐 淡灰褐 E９５

３１７ ２区
SD２４４

土師器
甕 １４８（１０５）１６９ １３５ 口４ ◎ ○ ◎ △ ナデ ケズリ後ハケ ナデ ケズリ後ハケ

・ケズリ 桃灰褐 灰褐
外面一部黒斑、
内面ヨゴレ・コゲ
付着

FJ２３

３１８ ２区
SD２４４

土師器
甕 １７４（６９） １５４ 口３ ○ ○ △ ◎ ナデ ハケ ナデ ナデ 淡橙灰褐 桃灰褐 FJ２２

３１９ ２区
SD２４４

土師器
甕 １４２（６３） １２７ 口１０ △ ○ ハケ ハケ ハケ後ナデ ハケ・ハケ後

ナデ 淡橙褐 淡橙褐 内面ヨゴレ付着 OH３９

３２０ ２区
SD２４４

土師器
甕 １８８（８６） １５６ 口２ ○ △ ○ ナデ ハケ ナデ ナデ・指痕

ケズリ 淡橙 淡橙 S３４

３２１ ２区
SD２４４

土師器
甕 １５８（５３） １２４ 口２ ○ △ △ ナデ ナデ ナデ ケズリ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 外面煤付着 S３２

３２２ ２区
SD２４４

土師器
甕 １５６（５６） １２４ 口２ ◎ △ △ ナデ ハケ ナデ ケズリ 暗茶褐 暗茶褐 E１０１

３２３ ２区
SD２４４

土師器
甕 １６６（５２） １３６ 口２ ◎ △ ○ ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡桃茶褐 淡桃茶褐 外面煤付着 E９１

３２４ ２区
SD２４４

土師器
小甕 １３２ １３６ １３５ １７ １０７ 口７ ○ △ ◎ ナデ ケズリ後ナデ ナデ ハケ後ナデ 淡黄褐 淡黄褐 外面煤・内面ヨゴ

レ・コゲ付着 TM８４

３２５ ２区
SD２４４

土師器
甕 １３４（１９３）２１２ １０３ 口５ ○ ○ ナデ ハケ後ナデ・

ケズリ後ナデ ナデ ケズリ後ナデ 橙褐 橙褐 外面煤、内面にヨ
ゴレ・コゲ付着 TM８３

３２６ ２区
SD２４４

土師器
甕 ２２２（６８） １７１ 口１

以下 ○ △ △ ハケ後ナデ ハケ ハケ後ナデ ケズリ 淡桃褐 淡桃黄 E９２

３２７ ２区
SD２４４

土師器
甕 １９７（７２） １５２ 口２ △ △ △ ナデ・指痕 ケズリ後ナデ ハケ ナデ 暗橙褐 暗橙褐 外面煤・内面ヨゴ

レ付着 E９３

３２８ ２区
SD２４４

土師器
甕 １５８（６２） １２６ 口３ △ △ △ ナデ ハケ ナデ ナデ 淡桃黄 淡桃黄 内面黒斑 E１００

３２９ ２区
SD２４４

土師器
甕 １５６（１２２）１７４ １４１ 口２ ○ ○ △ △ ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡黄橙褐 淡黄橙褐 TM８２

３３０ ２区
SD２４４

土師器
甕 １５６（２５９）２２１ １３５ 口５ ◎ ◎ △ ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡黄褐 淡黄褐 外面煤・内面ヨゴ

レ付着 TM８１

３３１ ２区
SD２４４

土師器
甕 ２１６（７５） １８６ 口２ ○ △ ハケ後ナデ ハケ ハケ後ナデ ケズリ 淡黄褐 黒褐 外面煤・内面ヨゴ

レ付着・黒斑 E８９

３３２ ２区
SD２４４

土師器
甕 １５２（１５９）１７８ １４５ 口２ ○ ○ △ ナデ ハケ ハケ ハケ・ハケ後

ナデ 暗褐 暗褐 外面煤・内面ヨゴ
レ付着 TM６２

３３３ ２区
SD２４４

土師器
小甕 １０８（５２） １００ 口７ △ △ △ ハケ後ミガキ ハケ後ミガキ ハケ後ナデ ケズリ 灰褐 灰褐 外面煤・内面煤・

ヨゴレ付着 FJ２４

３３４ ２区
SD２４４

土師器
甕 １３２（７６） １２６ 口１ ○ ○ ナデ ハケ ナデ ケズリ 灰茶褐 灰茶褐 内外面煤付着 S３３

３３５ ２区
SD２４４

土師器
甕 １６４（２１４）２６０ １５０ 口５ ◎ △ ○ ○ ナデ ハケ ハケ後ナデ ケズリ後ナデ 淡黄褐 淡黄褐 外面煤・内面煤・

ヨゴレ付着 TM８５

３３６ ２区
SD２４４

土師器
甕 １３８（８４）１６６ １３０ 口４ ◎ ◎ ◎ △ ナデ ハケ ハケ後ナデ ケズリ後ナデ 橙褐 淡褐 TM６０

３３７ ２区
SD２４４

土師器
甕 ２３１（９２） ２２６ 口４ △ ◎ ハケ ハケ ハケ ケズリ 淡橙褐 淡橙褐 OH３７

３３８ ２区
SD２４４

土師器
甕 （１４０） 底１０ ○ △ △ ハケ後ケズリ ハケ ナデ 淡褐 淡褐 OH４０

３３９ ２区
SD２４４

土師器
甑 １８６（４２） １８２ 口１ ◎ ◎ ナデ ハケ ハケ ケズリ 赤茶褐 黒褐 内面黒斑 E８６

３４０ ２区
SD２４４

土師器
甑 （８８） ９４ 底５ ○ ハケ・指痕 ケズリ 暗灰黄 暗灰黄 外面煤付着 E１０８

３４１ ２区
SD２４４

土師器
甑 （５６） ７２ 底３ ○ △ ◎ ハケ ケズリ 淡黄褐 淡黄褐 外面黒斑 E１０３

３４２ ２区
SD２４４

土師器
甑 （６１） ９２ 底２ ○ ○ ◎ ハケ ケズリ 暗黄褐 暗黄褐 E１０６

３４３ ２区
SD２４４

土師器
甑 （６２） １００ 底１ ◎ ○ ハケ ナデ・指痕 淡灰 淡灰 E１０７

３４４ ２区
SD２４４

土師器
甑 ２６２（９３） 口１ ○ ◎ ナデ ハケ ナデ ハケ 淡橙褐 淡褐 内面黒斑 TM１４５

３４５ ２区
SD２４４

土師器
把手

長
８７

幅
３７

厚
２５ ◎ ○ ○ ハケ 淡桃黄 淡桃黄 E１１９

３４６ ２区
SD２４４

土師器
把手

長
８２

幅
４１

厚
３５ ○ △ ハケ 淡桃灰褐 淡桃灰褐 E１２２

３４７ ２区
SD２４４

土師器
把手

長
９５

幅
４０

厚
３５ ○ △ ハケ 淡橙黄 淡橙黄 外面煤付着 E１２１

３４８ ２区
SD２４４

土師器
把手

長
６５

幅
３４

厚
２６ △ ハケ 淡桃茶褐 淡桃茶褐 E１２０

３４９ ２区
SD２４４

土師器
竈 口１ ○ ○ ◎ ハケ ハケ 淡橙褐 淡褐 OH４１

３５０ ２区
SD２４４

土師器
竈

長
（２４７）

幅
（７０）

厚
（１１） ○ ○ ◎ ハケ ハケ 淡橙褐 淡褐 OH４２－２

３５１ ２区
SD２４４

土師器
竈

長
（３５０）

幅
（１１０）

厚
（１０） ○ ○ ○ ハケ ハケ 淡橙褐 淡褐 OH４２－１

３５２ ２区
SD２４４

土師器
竈

長
（１００）

幅
（９４）

厚
（４３） ○ ○ ハケ ハケ 橙褐 橙褐 内外面錆付着 OH４３

３５３ ２区
SD２４４

土師器
竈

長
（９６）

幅
（８５）

厚
（３２） ○ ○ ○ ハケ ハケ 淡橙褐 淡褐 OH４２－３

３５４ ２区
SD２４４

土師器
竈

長
（３３１）

幅
（１２２）

厚
（２８） ○ ○ △ ハケ ハケ 淡黄褐 淡橙褐 外面煤付着 OH４２－４

３５５ ２区
SD２４４

土師器
有孔鉢 （５１） 底１２ ◎ △ ○ ハケ後ケズリ ハケ後ナデ 淡黄褐 淡黄褐 底部孔１コ E１２３

３５６ ２区
SD２４４

土師器
鉢 １８４（６９） 口４ ◎ ◎ ハケ ケズリ ハケ ハケ 淡黄桃 淡桃灰 E１０５

３５７ ２区
SD２４４

土師器
小壷 ６０ ５０ ４７ ２０ ４０ 底１２ ◎ △ ナデ ハケ ナデ ナデ・指痕 ナデ 淡黄橙 淡黄橙 E１１８

３５８ ２区
SD２４４

土師器
小壷 ７２ ７６ ８０ ３６ ５６ 底１２ ○ △ ナデ ミガキ ナデ ナデ ミガキ 淡黄褐 淡黄褐 内外面黒斑 TM１０５

－４５－



第２表 土器・陶磁器観察表（８）

番号 遺構 器種
法量

遺存
／１２

胎土 調 整 色調
産地 備 考 実測

番号口径
長

器高
幅

胴径
厚

底径
摘径

頸径
受径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

３５９ ２区
SD２４４

土師器
小壷 ９４ ８６ ８５ ３０ ６７ 底１２ △ ○ ○ ミガキ ハケ ハケ ナデ ハケ・指痕 淡黄褐 淡黄褐 TM１０４

３６０ ２区
SD２４４

土師器
小壷 ９５ ７６ ８７ ３０ ６９ 底１２ ○ △ ○ ナデ ハケ ナデ ナデ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 TM１０６

３６１ ２区
SD２４４

土師器
小壷 ７４ ７７ ９０ ２０ ６４ 底１２ ◎ ○ ○ ◎ マメツ マメツ マメツ ナデ・ハケ後

ナデ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 TM１０７

３６２ ２区
SD２４４

土師器
小型鉢 ７８ ３６ ５０ 底９ ○ ◎ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 内外面赤彩 TM１０３

３６３ ２区
SD２４４

土師器
手捏 ３２ ３７ ３４ 口１２ △ △ ナデ・指痕 ナデ・指痕 ナデ・指痕 ナデ・指痕 ナデ・指痕 暗灰褐 暗灰褐 E１１７

３６４ ２区
SD２４４

土師器
手捏 ４２ ２３ ３８ 底１２ △ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ナデ・指痕 ナデ・指痕 ナデ 淡黄褐 淡黄褐 外面黒斑 E１１６

３６５ ２区
SD２４４

土師器
手捏 ４１ ３０ ３６ 底１２ ○ ◎ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ナデ・指痕 ナデ・指痕 ナデ 淡黄灰 淡黄灰 E１１５

３６６ ２区
SD２４４

土師器
手捏 （２５） ３６ 底１２ ◎ △ ナデ・指痕 ナデ・指痕 ナデ・指痕 ナデ・指痕 ナデ 淡黄灰 淡黄灰 E１１４

３６７ ２区
SD２４４

弥生
高坏

脚１
以下 ◎ ナデ・キザミ ケズリ 赤褐 赤褐 外面凹線８条 E１０４

３６８ ２区
SD２４４

土師器
高坏 （１００） 頸１２ ○ ◎ ◎ ミガキ ミガキ ナデ 橙褐 橙褐 TM６８

３６９ ２区
SD２４４

土師器
高坏 １８８（７２） 口３ ○ ◎ △ ○ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ミガキ ミガキ 淡灰褐 淡褐 TM６７

３７０ ２区
SD２４４

土師器
高坏 １５０（４９） 口２ △ ◎ △ ○ ナデ ナデ ミガキ ミガキ 淡褐 淡褐 外面黒斑 TM６６

３７１ ２区
SD２４４

土師器
高坏 （８０） ９２ 底３ ◎ ◎ ○ ミガキ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 外面赤彩 TM７０

３７２ ２区
SD２４４

土師器
高坏 （５０） １２４ 底５ ○ ○ ミガキ ケズリ・ハケ 淡褐 淡褐 外面赤彩 TM６９

３７３ ２区
SD２４４

土師器
碗 ９９ ５２ １８ 底７ ○ ○ ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ ナデ 褐 淡黄褐 TM９９

３７４ ２区
SD２４４

土師器
碗 １００（４６） 口２ ◎ ○ ナデ ケズリ後ナデ ナデ ミガキ 淡黄褐 淡黄褐 外面煤付着 TM１０１

３７５ ２区
SD２４４

土師器
碗 １１４ ４４ １８ 底９ △ △ ナデ ナデ ナデ ミガキ ナデ 淡黄褐 褐灰 TM１００

３７６ ２区
SD２４４

土師器
碗 ９６ （３３） 口３ ○ ナデ ケズリ後ナデ ナデ ナデ 暗灰 暗灰 TM１０２

３７７ ２区
SD２４４

土師器
碗 １３４ ４２ ６０ 口４ ◎ ○ ハケ後ナデ ハケ後ナデ ナデ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 TM９８

３７８ ２区
SD２４４

土師器
碗 １２８ ４３ ３０ 口９ ○ ○ △ ○ マメツ マメツ マメツ マメツ・指痕 マメツ 橙 橙 外面黒斑 TM９６

３７９ ２区
SD２４４

土師器
碗 １３０（４０） 口３ △ △ ナデ ケズリ後ナデ ナデ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 TM９３

３８０ ２区
SD２４４

土師器
碗 １５６ ４２ １００ 底９ ○ △ △ ◎ ナデ ハケ ミガキ ミガキ ハケ・指痕 淡黄橙褐 淡橙褐 TM９７

３８１ ２区
SD２４４

土師器
碗 １５０（５０） 口１ ○ ○ △ ナデ ハケ ナデ ミガキ 淡褐 淡褐 TM９５

３８２ ２区
SD２４４

土師器
碗 １６６ ６１ ３６ 底１２ ○ ◎ △ ○ ナデ ナデ ナデ ミガキ ケズリ 淡橙褐 淡褐 内外面黒斑 TM９４

３８３ ２区
SD２４４

内黒
台付碗 （３１） ５２ 底９ ○ ◎ △ ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ 淡褐 黒 TM６４

３８４ ２区
SD２４４

内黒
台付碗 （５２） ９６ 底８ ○ ◎ △ △ ナデ・工具痕 ミガキ・ナデ・

工具痕 淡橙褐 黒 裾部黒斑ヵ TM６５

３８５ ２区
SD２４４

内黒
台付碗 １２２ ８５ ８４ 底１２ △ ◎ △ ハケ後ナデ ナデ・ハケ ナデ ミガキ・ナデ

工具痕 淡褐 黒 外面口縁黒斑 TM６３

３８６ ２区
SD２４４

内黒
台付碗 （７０） ９０ 底１

以下 ○ ◎ △ ミガキ ミガキ・ナデ
ハケ 褐灰 黒 内面十字線刻 TM７２

３８７ ２区
SD２４４

内黒
台付碗ヵ １２６（３８） 口２ △ ◎ ○ ナデ ナデ・キザミ

ヵ ミガキ ミガキ 淡褐 黒 TM７９

３８８ ２区
SD２４４

内黒
碗 １４８（５５） ６０ 底３ △ ◎ 横ナデ ナデ ミガキ ミガキ 淡褐 黒 外面口縁黒斑 TM７７

３８９ ２区
SD２４４

内黒
碗 １５２（４８） 口２ △ ◎ ナデ ミガキ ミガキ ミガキ 褐 黒 外面黒斑 TM７４

３９０ ２区
SD２４４

内黒
碗 １４６ ４０ ５７ 口２ ○ ◎ △ ミガキ ミガキ・ハケ

後ナデ ミガキ ミガキ ハケ・ナデ 淡褐 黒 外面口縁黒斑、
外面赤彩ヵ TM８０

３９１ ２区
SD２４４

内黒
碗 １５４ ４０ ４０ 口３ ○ ○ △ △ ミガキ ケズリ後ミガ

キ・指痕 ミガキ ミガキ 黄褐 黒 外面口縁黒斑 TM７３

３９２ ２区
SD２４４

内黒
碗 １４４（４０） 口３ ○ ◎ ◎ ミガキ ナデ ミガキ ミガキ 淡褐 黒 TM７８

３９３ ２区
SD２４４

内黒
碗 １６４（４６） 口３ △ ○ 横ナデ ナデ ミガキ ミガキ 暗赤褐 黒 TM７１

３９４ ２区
SD２４４

内黒
碗 １６８（３６） 口２ ○ ◎ △ 横ナデ ケズリ後ナデ ミガキ ミガキ 淡黄褐 黒 外面口縁黒斑 TM７６

３９５ ２区
SD２４４

内黒
碗 １６０（６４） 口１ △ ◎ ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ 灰黄褐 黒 外面口縁黒斑 TM７５

３９６ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １３０ ５０ 口１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ・

ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 ４１１と対ヵ E７１

３９７ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 （４１） 胴５ ○ △ △ ロクロナデ ロクロナデ・

ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 暗灰 灰 E７０

３９８ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １２２ ４１ 口２ △ ロクロナデ ロクロナデ・

ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 E８１

３９９ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １１８ ４２ 口５ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 E７９

４００ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １２８ ４６ 口４ △ △ ロクロナデ ロクロナデ・

ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰白 灰白 E８２

４０１ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １１８ ５４ 口１

以下 ○ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 E８３

４０２ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １４０ ５３ 口９ ○ △ ロクロナデ ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 暗灰褐 E７６

４０３ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １４０ ５２ 口４ ○ ロクロナデ ロクロナデ・

ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 E７８

４０４ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １３８ ４３ 底１２ ◎ ロクロナデ ロクロナデ・

ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰褐 灰 E８０

４０５ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １２６ ４２ 口１ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 E６７

４０６ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １５６（５２） 口１

以下 ○ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ・

指痕 ケズリ・ナデ 暗緑灰 緑灰 ２区SD２４０と接合 E６９

４０７ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １４２ ４１ 口６ △ △ ロクロナデ ロクロナデ・

ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 暗灰 暗灰 E７５

４０８ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １３８ ４４ 口３ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 E６８

４０９ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １３４（４１） 口４ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰白 E７３

４１０ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 ９８ ４６ 受

１１６ 底８ △ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 OH２５

－４６－



第２表 土器・陶磁器観察表（９）

番号 遺構 器種
法量

遺存
／１２

胎土 調 整 色調
産地 備 考 実測

番号口径
長

器高
幅

胴径
厚

底径
摘径

頸径
受径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

４１１ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １０７ ５３ 受

１２７ 底１２ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 ３９６と対ヵ OH１７

４１２ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 （４０） 受

１２８ 底９ △ △ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 暗灰 暗灰 OH２３

４１３ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １１３ ５４ 受

１３４ 底１１ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 暗灰 暗灰 ２区SD２４０と接合 OH２１

４１４ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １１２ ５０ 受

１３３ 底１２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 暗灰 OH２２

４１５ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １１９ ５４ 受

１４７ 底１２ ◎ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 暗灰 OH１９

４１６ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １２４（５１） 受

１４６ 口３ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 淡褐 OH２６

４１７ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １２５ ４８ 受

１５０ 底４ ○ △ △ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 暗灰 灰 OH２４

４１８ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １０８（４８） 受

１３８ 口３ ◎ ○ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 OH２７

４１９ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １４４ ３７ 受

１６８ 底６ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 黒灰 暗灰 OH１６

４２０ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １３０ ４４ 受

１５１ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 暗灰 灰 OH１４

４２１ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １２５ ４５ 受

１４９ 底１２ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 暗灰 OH１８

４２２ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 １３１（３６） 受

１４７ 口３ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 黒灰 灰 OH２８

４２３ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 （３７） 受

１４９ 底２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 暗灰 暗灰 OH１５

４２４ ２区
SD２４４

須恵器
坏身 （３５） 受

１４９ 底１１ ○ △ ロクロナデ
ケズリ ロクロナデ ケズリ・ナデ 黒 暗茶 OH２０

４２５ ２区
SD２４４

須恵器
高坏 （７０） ７８ 底８ ○ △ ロクロナデ・

ケズリ ロクロナデ 灰 灰 透穴３コ残 TM８８

４２６ ２区
SD２４４

須恵器
高坏 （６５） ９０ 底２ △ △ ロクロナデ・

ケズリ後ナデ ロクロナデ 灰白 灰白 透穴３コ残 TM８９

４２７ ２区
SD２４４

須恵器
高坏 （３２） ８６ 底１０ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 透穴３コ残 TM８７

４２８ ２区
SD２４４

須恵器
高坏 （４７） ９０ 底６ △ △ ロクロナデ・

ケズリ後ナデ ロクロナデ 灰白 灰 TM８６

４２９ ２区
SD２４４

須恵器
�ヵ （９３）１３６ ３０ 底１０ △ カキメ・ロク

ロナデ・タタキ ロクロナデ 灰 灰白 TM９１

４３０ ２区
SD２４４

須恵器
蓋 １５８ ３７ ツマミ

３０ 口１２ ◎ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 暗灰褐 暗灰褐 E６１

４３１ ２区
SD２４４

須恵器
有台坏 １５６ ４７ ９８ 底

１２ ◎ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ
デ 暗灰褐 灰茶褐 底部外面墨痕 E５８

４３２ ２区
SD２４４

須恵器
有台坏 １１０ ４６ ７４ 底１０ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 暗灰 灰 内面漆付着 FJ１１７

４３３ ２区
SD２４４

須恵器
無台坏 １３８ ３９ １１０ 底１２ ◎ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 暗灰 灰 E５０

４３４ ２区
SD２４４

須恵器
無台坏 １２４ ３１ ８２ 底１２ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰褐 灰褐 内面漆付着 E４８

４３５ ２区
SD２４４

須恵器
無台坏 １３２ ３４ ９０ 底１２ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ヘ

ラ起シ・ナデ 淡灰黄 淡茶褐 E４７

４３６ ２区
SD２４４

赤彩
碗 １２２ ３１ ６８ 口１

以下 △ ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ 淡赤橙灰 赤橙 内外面赤彩 S１２３

４３７ ２区
SD２４４

赤彩
無台坏 （８） ９８ 底１２ △ ナデ ミガキ ヘラ切リ 赤橙 赤橙 内外面赤彩、周

囲打欠・研磨ヵ S１２８

４３８ ２区
SD２４４

土師器
器台 ８２ （２７） 口１２ ○ △ 横ナデ ナデ ミガキ ミガキ 淡橙灰褐 淡橙灰褐 S１２５

４３９ ２区
SD２４０・２４４

須恵器
蓋 １２４（４４） 口１

以下 ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 E６６

４４０ ２区
SD２４０・２４４

須恵器
蓋 １５０ ５０ 口３ △ △ ロクロナデ ロクロナデ・

ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰白 灰白 E７７

４４１ ２区
SD２４０・２４４

須恵器
蓋 １４２ ５１ 口６ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 茶褐 茶褐 E６５

４４２ ２区
SD２４０・２４４

須恵器
蓋 １３０ ５１ 口１

以下 ◎ △ ロクロナデ ロクロナデ・
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰白 灰 E７２

４４３ ２区
SD２４０・２４４

須恵器
蓋 １２２ ４１ 口１ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 E７４

４４４ ２区
SD２４０・２４４

須恵器
坏身 １３０ ５３ 受

１５１
口１
以下 ○ ロクロナデ ロクロナデ・

ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 暗灰 暗灰 S１４５

４４５ 主幹線
遺構外

須恵器
坏身 １１８ ４７ 受

１４０ 口１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ
ケズリ ロクロナデ ロクロナデ ケズリ・ナデ 灰 灰 S１４６

４４６ 主幹線
遺構外

須恵器
有台坏 １２２ ３９ ８６ 底７ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰褐 暗灰褐 EE２３１

４４７ 主幹線
遺構外

須恵器
有台坏 １１２ ４６ ７８ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 淡灰 淡灰 EE２３０

４４８ 主幹線
遺構外

須恵器
有台坏 １１３ ４０ ７７ 底１２ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 暗灰褐 暗灰褐 底部外面墨書 EE２３２

４４９ 主幹線
遺構外

須恵器
無台坏 （３３） ７６ 底４ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切リ・ナ

デ 灰 灰 底部外面墨書 EE２３３

４５０ 主幹線
遺構外

磁器
碗ヵ １８２（４３） 口１

以下 青磁釉 青磁釉 胎土色灰白色 EE２２９

４５１ 主幹線
遺構外

磁器
碗 （２０） ５８ 底２ 青磁釉 青磁釉 胎土色灰白色 EE２２８

４５２ ２区Y１４W３
遺構外

須恵器
壷 １３６（８６） １３４ 口３ ○ △ ロクロナデ カキメ後タタ

キ ロクロナデ カキメ 灰 灰 OH９４

４５３ 主幹線
遺構外

須恵器
甕 ２７６（７５） １９６ 口３ ○ ロクロナデ タタキ ロクロナデ タタキ 灰 灰 EE２２７
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第５章 石製品

第１節 概要
畝田・寺中遺跡は縄文時代～室町時代の複合遺跡であり、各時代の様々な遺構・遺物が確認されて

いる。本章では、本報告書で対象となっている主幹線２区から出土した石製品及び前回報告までの補

遺も含めて、器種ごとに整理し報告する。そのため、石製品が帰属する遺構および時代について、図

版上混在していることをご了承願いたい。なお、紙幅の関係により、遺物が出土した遺構・法量・石

材等の詳細情報については、別途石製品観察表（第３表）を参照されたい。

第２節 石製品
４５４～４５８は敲石である。４５４は両端に使用痕を残す砂岩製のもので、表面に若干の剥離がみられる。

４５５は三角柱状で、２辺に凹みがあり、凹石としての使用も想定されるが安定しない。４５６は卵状を呈

し、両端に使用痕が顕著である。４５７は灰赤色を呈する小振りのものである。両端に使用痕が顕著で、

側面に若干の擦痕が認められる。この２個体はそのサイズから細かな調整等の作業に適しており、玉

製品等の加工・調整の用途が想定されようか。４５８は両端部に使用痕が認められる、太鼓状を呈する

�岩製のものである。うち１面は面的に敲痕が顕著で、他方１面については石材の形状変化点に細か
な敲痕が認められる。

４５９・４６０は凹石として分類した。４５９は軟質の欠損品であるが卵形であることが窺われ、その３面

に凹みが認められる。４６０は円盤状を呈し、表面とした側に２箇所、裏面に１箇所の凹みがある。

４６１は灰白色を呈するデイサイト質凝灰岩製の打製石斧である。最大長は２０５mm、重量は８６５g、形

状は基部から刃部に向けて緩やかに広がる、いわゆる撥形である。４６２・４６３は磨製石斧である。４６２

は緻密な砂岩製で、基部・刃部ともに欠損するが、太形蛤刃石斧であろう。４６３は側面をもつもので、

４６２に比べ小振りである。４６４は磨石である。球状を呈し、その外周に約３cmの幅で擦痕が認められ

る。４６５は直縁刃石器で、変質安山岩の剥片を調整し、刃部を設けた剥片石器である。調整は必要最

小限となっており、刃部には擦痕が認められる。

４６６～４７０は石錘とした。４６６は長卵形を呈し結合装置としての穿孔及び施溝を有する、いわゆる「九

州型石錘」であるが、砂岩製であり、九州地方の普遍的なもの（滑石製）とは材を異にする。４６７は結

合装置として抉り加工が上面および側面に施される。４６８は断片であるが大きなもので、結束のため

の抉りが認められる。４６９・４７０は凝灰岩製で、結合装置としての孔を有する。４７０は断片だが卵形に

復元できる。

４７１～４７８は砥石である。４７１は３面使用の流紋岩製だが、端部に３条の施溝があり、転用もしくは

砥石以外のものの一部である可能性を残す。４７２は３面使用しており、石材は流紋岩である。４７３は不

整形であるが、残存する全ての面において使用痕が認められる。４７４は緻密な砂岩製のもので、３面

に使用痕がある。４７５は不整形な流紋岩製砥石である。２箇所に使用痕が確認できる。４７６は凝灰岩製

で、４面使用と思われるが、うち１面は被熱による剥離のため断定できない。４７７は４面使用の流紋

岩製である。４７８は軽石で、使用痕は１面である。

４７９は石皿の断片で、擦痕は一面のみである。４８０は輝石安山岩製の石皿である。断片だが両面に擦

痕が認められ、図版向かって左側が顕著である。

４８１は石刀であろうか。断面は緩やかな楔形を呈し、基部は溝での施紋が確認できる。縄文時代晩

期のものと考えられる。

４８２は SD２４４から出土した磨製石剣と考えられる石製品である。緑黒色を呈する粘板岩製で、茎部・
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刃部を欠損する。磨製石斧に似るが、中央に鎬状の加工が見受けられ、側面は左右ともに途中までを

面として加工し、その後は稜として仕上げている。側面状の箇所を茎と判断し、大形であるが石剣と

した。極大形磨製尖頭器、石製模造品である可能性もある。４８３は両刃石器で、両端につぶれた刃部

をもつ。両端が欠損しており確実なことはいえないが、石剣あるいは石鋸としての用途が想定される。

４８４は SD２４４から出土した粘板岩製の硯で、裏面にも使用痕がある。表面は再研磨されているが、

意図は不明である。４８５は擂粉木状の石器である。用途は不明であるが、手にした感覚からは石器・

玉類の調整具としての機能が想定できようか。

４８６～４９２は円盤状未成品である。これらは打割あるいは擦切によって中央を刳り貫き、腕輪状石製

品とする過程のものである。石材は変質流紋岩を主とし、色調は明緑灰色～暗緑灰色を呈する。４８６

には中央打割に伴う剥離が認められ、その段階での破断であろう。４８７は破断したもので、表面側面

ともに押圧による調整が認められる。４８８は１面が研磨されている。４８９～４９１は円形に調整されてい

るが、いずれも誤剥離によって成品の厚みが確保できなくなったため、途中段階で廃棄されたもので

あろう。４９２は短辺の頂点に資料が抽出された大きな打点がある。外周調整の段階で破断、廃棄され

たものか。

４９３・４９４は変質流紋岩の剥片だが、４９３には表面に粗い研磨が認められ、玉製品の未成品である可

能性がある。４９５は碧玉の石核である。４９６は変質流紋岩の石核で、管玉等の材料である。４９７には石

材分割のための施溝が４箇所認められる。管玉となる材を切り出したもの、あるいは管玉未成品と考

えられ、手法から弥生時代中期～後期のものであろうか。４９８・４９９は翡翠の原石で、未加工品のため

時代は不詳である。

５００は松林山型琴柱形石製品の未成品であると考えられる。材質は硬質の変質流紋岩で、両面は主

に右から左へ向かっての小さな敲打、側面は上下両面からの敲打によって整形される。軸部には下方

からの打撃が目立つ。反りをもった形状となっているが、成品の形状には遠く、さらに整形された後

研磨が加えられるのであろう。

５０１は車輪石の成品である。復元径は約１０４mm、石材は縞目の入る変質凝灰岩で、節理と平行に抽

出されている。鐘方分類のB�形式である。５０２は石釧の成品である。変質凝灰岩製で、復元径は約
８０mmである。

５０３は変質流紋岩製の刳貫円盤、５０４は凝灰質頁岩製の有孔円盤である。平面形は横長の円形を呈し、

中央部に１孔をもつ。５０５は滑石製の紡錘車で、復元径は約４２mm、復元孔径は約７mmである。

５０６～５１０は円盤状未成品の中央をくり抜いたもので、工程として円盤状未成品の次段階である。石

材はいずれも変質流紋岩で、内面に整形のための細かな調整が認められる。５０７は上下面ともに角度

を付けて研磨している。５１０は底面に研磨が認められる。

５１２は滑石製の臼玉である。５１１は無斑晶質安山岩製の穿孔具で、径は５１４の管玉の径と一致する。

５１３は片面穿孔、５１４は両面穿孔の管玉である。５１５～５１８は管玉の未成品で、５１７が変質凝灰岩製、ほ

かは碧玉製である。５１６には分割のための擦切が認められ、その他碧玉製のものとあわせて弥生時代

中期～後期のものと考えられる。

５１９は蛇紋岩製の勾玉で、緑色を呈する。５２０は変質凝灰岩製の丁字頭定形勾玉の破片である。孔の

周囲に少なくとも３条の施溝が確認できる。５２２は曹長石製の成品、５２１は滑石製の未成品である。穿

孔されているが研磨による仕上げが不十分であることから未成品とした。５２３は滑石製の成品である。

５２４～５３７は石鏃である。石材は主に無斑晶質安山岩と頁岩であるが、５３６の有茎のものは黄褐色を

呈する珪質頁岩である。この石材は新潟県以北の日本海側に産地が限定されることから、搬入品であ

るといえよう。５３７は欠損しており、石鏃以外のものである可能性がある。
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第３０図 石製品（１）〔S＝１／３〕
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第３１図 石製品（２）〔S＝１／３〕
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第３２図 石製品（３）〔S＝１／３〕
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第３３図 石製品（４）〔S＝１／２・１〕
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第３表 石製品観察表

番号遺 構 器種
法量（mm･g）

色 調 石材等 実測
番号長 幅 厚 重

４５４ ２区
SD２４４ 敲石 ２４０．０ ７５．０ ５６．０１４８０．０ １０YR６／３

にぶい黄橙色
砂岩
両端使用痕 A１０８

４５５ ２区
SD２４０ 敲石 １４５．０ ５３．０ ４４．０ ４７３．０ ２．５GY８／１

灰白色
凝灰岩 凹み有
両端使用痕 E２５３

４５６ ２区
SD２４４ 敲石 ６９．０ ４３．０ ３６．５ １４０．０ ５Y３／１

オリーブ黒色
玄武岩
両端使用痕 Q１０４

４５７ ２区
SD２２２ 敲石 ７８．０ ５６．０ ３４．０ ２２０．０ ２．５YR４／２

灰赤色
岩 側面擦痕
両端使用痕 A１０７

４５８ ２区
SD２４０ 敲石 ８１．０ ６３．０ ６０．０ ５２０．０ ５YR８／１

灰白色
岩
両端使用痕 E２５２

４５９ ２区
SD３０３ 凹石 （７４．０）（５７．０）（２８．０）（１００．０） ２．５Y８／６

黄色
凝灰岩
３面凹みあり E２００

４６０ １区
SD３０３ 凹石 （６６．０）（７２．０） ２３．０（１４８．０） ２．５Y６／４

にぶい黄色
砂岩
凹み３箇所 E２０１

４６１ ２区
SD２４０ 打製石斧 ２０５．０ １０５．５ ３４．０ ８６５．０ ７．５Y８／１

灰白色
デイサイト質
凝灰岩 Y４１

４６２ ２区
SD２４４ 磨製石斧 （８５．５）（６１．５）（３４．０）（２５０．０） ７．５Y７／１

灰白色
砂岩
刃部・基部欠損 Q１０７

４６３ ２区
SD３０３ 磨製石斧 （５７．０）（４６．０）（２３．０）（８１．９） ５Y６／４

オリーブ黄色 凝灰岩 E２０４

４６４ ２区
SD２４４ 磨石 ７５．０ ７５．０ ６２．０ ５０５．０ ２．５Y７／２

灰黄色 岩 Q１０２

４６５ ２区
SD２２２

直縁刃
石器

１２１．０ １３０．０ ３７．０ ６３０．０ ５Y５／３
灰オリーブ色 変質安山岩 A１１０

４６６ ２区
SD２４４ 石錘 （１１８．５） ３８．０ ３９．０（２２０．０） ５Y７／４

浅黄色
砂岩
孔径７mm G５０

４６７ ２区
包含層 石錘 １０４．０ ６７．０ ５８．５ ４３０．０ ７．５Y８／１

灰白色
凝灰岩
先端４箇所抉り Y４０

４６８ ２区
SD３０３ 石錘 （９１．０）（６５．０）（６６．０）（７５０．０） ２．５Y７／２

灰黄色 凝灰岩 E１９９

４６９ ２区
SD２４０ 石錘 ４１．０ ４４．０ ２１．０ ４５．０ ７．５Y８／１

灰白色
凝灰岩
孔径８mm N４

４７０ ２区
SD２４４ 石錘 （４５．０）（３３．０）（４８．５）（５５．０） ２．５Y７／３

浅黄色
凝灰岩
孔径９mm E３１６

４７１ ２区
SD２４４ 砥石？ （３５．０）（２４．０） １２．０ （１０．０） ２．５Y７／４

浅黄色
流紋岩
擦切痕３条 A１１６

４７２ ２区
SD２４４ 砥石 （８０．５） ５７．５ ２４．０（１４０．０） ７．５Y８／２

灰白色 流紋岩 Q１０８

４７３ ２区
SD２２２ 砥石 （８１．０）（５５．０） ３５．０（１５０．０） １０YR７／４

にぶい黄橙色
流紋岩
表面煤付着 A１０９

４７４ ２区
SD２４４ 砥石 （５４．５） ２６．０ １６．５ （２６．０） ７．５Y７／１

灰白色 砂岩 Q１０９

４７５ ２区
SD２４０ 砥石 ５６．０ ７５．０ ５２．０ １３０．０ ２．５Y８／４

淡黄色 流紋岩 OH５５

４７６ ２区
SD２４０ 砥石 １２７．０ ７４．０ ５１．０ ７０５．０ ２．５Y８／３

淡黄色
凝灰岩
表面煤付着 E２５７

４７７ ２区
SD２４４ 砥石 （５６．０） ５０．０ ４５．０（１５６．０） ５Y８／４

淡黄色 流紋岩 SH
２０５

４７８ ２区
SD２４０ 砥石 ７１．０ ８５．０ ６６．０ ７８．９ ２．５Y７／２

灰黄色 軽石 E２５８

４７９ ２区
SD２４４ 石皿 （１１９．０）（７１．０）（３０．０）（３４０．０） １０YR３／１

黒褐色 玄武岩 Q１０３

４８０ ２区
SD２４４ 石皿 （１０１．０）（１５４．０） ３１．０（６０５．０） ２．５Y５／３

黄褐色 輝石安山岩 A１１７

４８１ ２区
SD３０３ 石刀 （６２．０）（３０．０）（２１．０）（６０．７） ７．５Y５／２

灰オリーブ色 玄武岩 E２０２

４８２ ２区
SD２４４ 磨製石剣（１２２．０）（６１．０）（２０．０）（２００．０） ７．５GY２／１緑黒色

粘板岩
刃部・基部欠損 G４９

４８３ ２区
SD２４０ 両刃石器 （６５．０） ３３．０ ７．０ （２６．６） ７．５Y４／１

灰色
岩
石鋸か S１９２

４８４ ２区
SD２４４ 硯 （６１．０）（６２．０） （６．０）（３２．２） N３／

暗灰色 粘板岩 G１４

４８５ ２区
AA８W５ 加工具 ８２．０ １９．０ １８．０ ３０．７ ７．５YR７／１

明褐灰色 砂岩 E２０３

４８６ ２区
SD２４０

円盤状
未成品

（７０．０）（４３．０） １８．０ （５４．７） ２．５GY７／１
明オリーブ灰色 変質流紋岩

TM
２７８

４８７ ２区
SD２４０

円盤状
未成品

（７８．０）（４０．０） ２８．０ （８０．０） ７．５GY８／１
明緑灰色 変質流紋岩 E２５６

４８８ ２区
SD２４０

円盤状
未成品

（４８．０）（２８．０） １３．０ （１４．２） ７．５GY７／１
明緑灰色

変質流紋岩
１面研磨

TM
２７７

４８９ ２区
SD２４０

円盤状
未成品

９１．０ ９０．０ ２８．０ ２２０．０ ７．５GY８／１
明緑灰色

変質流紋岩
表面鉄錆付着

TM
２７９

４９０ ２区
SD２４０

円盤状
未成品

８８．０ ７８．０ ２４．０ １５１．０ ７．５GY８／１
明緑灰色

変質流紋岩
片面粗く研磨 E２５５

４９１ ２区
SD２４０

円盤状
未成品

８４．０ ７７．０ １９．０ １３５．０ １０GY５／１
緑灰色

凝灰質頁岩
表面鉄錆付着 E２５４

４９２ ２区
SD３０３

円盤状
未成品

（６６．０）（３８．０） ２７．０ （９５．０） ５GY４／１
暗オリーブ灰色 変質流紋岩 E２０５

４９３ ３区
SD２２２ 剥片 ４２．０ ２４．０ １．２ １５．４ １０Y６／２

オリーブ灰色
変質流紋岩
研磨？ T４３６

４９４ ２区
SD２４４ 剥片 ５２．０ １４．０ ８．０ ４．４ １０GY７／１

明緑灰色 変質流紋岩 G５１

４９５ ２区
SD２４４ 石核 ３５．０ ４２．０ １７．０ ２０．０ ５GY４／１

暗オリーブ灰色 碧玉 A１２０

番号遺 構 器種
法量（mm･g）

色 調 石材等 実測
番号長 幅 厚 重

４９６ ２区
SD２４４ 石核 ４５．０ ３０．０ １９．０ ２０．０ ７．５GY４／１

暗緑灰色 変質流紋岩 A１１９

４９７ ２区
SD２４０ 石核 ４４．０ ３７．０ ２６．０ ５５．８ １０GY６／１

緑灰色
変質流紋岩
擦切痕４箇所 M１７

４９８ １区
SK２０３ 原石 ７１．０ ４５．０ ３６．０ １９０．０ ２．５G９／２

明緑灰色 翡翠 E２０６

４９９ ２区
SD２４４ 原石 ４２．０ ２８．０ ２４．０ ４０．０ ２．５GY８／４

明緑灰色 翡翠 A１２１

５００ ２区
SD２２２

琴柱形
未成品

２００．０ ８３．０ ２６．０ ５２５．０ ７．５Y６／３
オリーブ黄色 変質流紋岩 A１０６

５０１ １区
SD２２２ 車輪石 （５１．０） ２２．０ ９．５ （１０．０） １０GY７／１

明緑灰色
変質流紋岩
復元径１０４２８弁 A１１５

５０２ １区
包含層 石釧 （４１．０） １５．０ ２０．０ （９．３） ７．５GY７／１

明緑灰色
変質凝灰岩
復元径８０mm G２４

５０３ ２区
SD２２２ 刳貫円盤 （５４．０）（２７．０） １８．５ （３０．０） ７．５GY７／１

明緑灰色 変質凝灰岩 A１１２

５０４ ３区
SD２０１ 有孔円盤 ２９．０ ２６．０ ２．０ ２．６ １０Y６／２

オリーブ灰色
凝灰質頁岩
孔径２mm Y１３

５０５ ３区
SD２２２ 紡錘車 （３７．０）（２２．０） １７．０ （１４．０） １０Y７／１

灰白色
滑石
孔径７mm N３５

５０６ １区
SD２２３

環状
未成品

（４５．０） ２７．０ １８．０ （２１．９） ２．５GY７／１
明オリーブ灰色 変質流紋岩 E１９８

５０７ ２区
SD２２３

環状
未成品

４３．０ ２５．５ ２２．０ １８．５ ７．５GY７／１
明緑灰色 変質流紋岩 Y４２

５０８ ２区
SD２２２

環状
未成品

（７８．０） ２４．０ ２３．０ （５０．０） ７．５GY７／１
明緑灰色

変質流紋岩
鉄錆付着 A１１１

５０９ ２区
SD２４０

環状
未成品

（７６．０） ２３．０ （１７．０）（３２．０） ５GY７／１
明オリーブ灰色 変質流紋岩 A１１４

５１０ ２区
SD２４０

環状
未成品

（６５．０） ２５．０ １９．０ （４２．９） ２．５GY７／１
明オリーブ灰色 変質流紋岩 E１９６

５１１ ２区
包含層 石針 ２４．０ ２．５ ３．０ ０．３ ５B２／１

青黒色 無斑晶質安山岩 Y２２

５１２ ２区
AA８W５ 臼玉 ４．１ ４．１ ２．０ ０．１ ７．５Y６／１

灰色
滑石
孔径１．５mm A５８

５１３ ２区
SD２４０ 管玉 ２２．５ ８．３ ８．３ ２．２ ５GY７／１

明オリーブ灰色
変質凝灰岩
片面穿孔 Q１７

５１４ ２区
包含層 管玉 （２６．０） ７．０ （４．０） （０．７） ２．５GY７／１

明オリーブ灰色
凝灰質頁岩
両面穿孔 Y２３

５１５ ２区
SD３０３

管玉
未成品

１６．０ １２．０ １０．０ ２．８ ７．５GY３／１
暗緑灰色 碧玉 A５５

５１６ ２区
SD３０３

管玉
未成品

１９．０ ６．５ ５．５ ０．７ ７．５GY３／１
暗緑灰色

碧玉
擦切痕２箇所 A５６

５１７ ２区
SD３０３

管玉
未成品

１３．２ ６．１ ６．２ ０．５ ５G７／１
明緑灰色 変質流紋岩 A５７

５１８ ２区
SD３０３

管玉
未成品

９．０ ５．５ ４．５ ０．３ ７．５GY３／１
暗緑灰色 碧玉 A５４

５１９ ２区
SD３０３ 勾玉 ８．５ ６．５ ２．０ ０．２ ２．５G３／４

緑色 蛇紋岩 G１９

５２０ ２区
SD２４４

丁字頭
定形勾玉

（１３．０）（２０．０） （７．０） （１．９） ５GY７／４
明緑灰色

変質凝灰岩
孔周囲溝３条 N１６

５２１ ２区
SD２４０

勾玉
未成品

２６．５ １６．０ ６．５ ４．３ １０GB４／１
暗青灰色 滑石 G１６

５２２ ２区
SD２４４ 勾玉 ３１．０ ２０．０ １１．５ ９．２ １０Y７／１

灰白色
曹長石
片面穿孔 G１７

５２３ ２区
SD３０３ 勾玉 １５．０ ８．５ ２．５ ０．５ ２．５GY４／１

暗オリーブ灰色 滑石 G１８

５２４ ２区
SD２４０ 石鏃 （２８．０） １９．０ ４．０ （２．３） N４／

灰色
無斑晶質安山岩
凹基式

TM
２７６

５２５ ２区
包含層 石鏃 ２６．０ １６．５ ４．５ １．５ N４／

灰色
無斑晶質安山岩
凹基式 N１３

５２６ ２区
包含層 石鏃 （２５．０） １４．０ ５．０ （１．４） N２／

黒色
頁岩
凹基式 A４９

５２７ ２区
包含層 石鏃 （１９．０） １５．０ ４．０ （１．０） N３／

暗灰色
頁岩
凹基式 A５０

５２８ ２区
包含層 石鏃 １６．０ １４．０ ３．０ ０．５ N２／

黒色
頁岩
凹基式 A５１

５２９ ２区
包含層 石鏃 ２６．０ １９．０ ７．０ ２．７ N４／

灰色
無斑晶質安山岩
平基式 N１２

５３０ ２区
包含層 石鏃 ２６．０ １３．０ ３．０ １．５ １０Y４／１

灰色
無斑晶質安山岩
平基式 A４５

５３１ ２区
包含層 石鏃 ３５．０ １３．０ ６．０ ３．６ N４／

灰色
無斑晶質安山岩
凸基無茎式 A４６

５３２ ２区
包含層 石鏃 ３６．０ １２．０ ３．５ １．８ N４／

灰色
無斑晶質安山岩
平基式 N１４

５３３ ２区
包含層 石鏃 （２７．０） １４．０ ４．５ １．６ N４／

灰色
無斑晶質安山岩
凸基無茎式 A４７

５３４ ２区
包含層 石鏃 ２３．０ １６．０ ４．０ １．５ N４／

灰色
無斑晶質安山岩
平基式 A４３

５３５ ２区
包含層 石鏃 （３６．０） １３．０ ８．３ （２．６） N４／

灰色
無斑晶質安山岩
凸基有茎式 N１５

５３６ ２区
包含層 石鏃 ２５．０ １５．０ ４．０ ０．９ ２．５Y５／６

黄褐色
珪質頁岩
凸基有茎式 A５２

５３７ ２区
包含層 石鏃？ ２３．０ ２７．０ ４７．０ １．８ N４／

灰色
無斑晶質安山岩
平基式 A４４
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第６章 総 括

第１節 遺跡の様相
本遺跡は金沢市の西部臨海地区に所在する縄文時代以降の複合遺跡である。石川県埋蔵文化財セン

ターと本市埋蔵文化財センターによって広い面積が調査されており、多くの成果が上がっている。

既刊書によると、弥生時代、古墳時代と中核的な様相を呈しており、特に古墳時代中・後期の遺物

量は他遺跡を凌駕する。

奈良時代に入ると、津湊に関する墨書土器や官衙に関する木簡が出土しており、８世紀前半から中

頃にかけての加賀郡津に比定されている。河川と両側側溝の道路状遺構の間に掘立柱建物による倉庫

群が建ち並ぶ景観が復元されており、河川を通じて日本海へ至る水運の拠点としての様相が明らかと

なっている。同時期の墨書土器には「津司」があるが、『続日本紀』養老四（７２０）年正月丙子条「渡

嶋津軽の津司従七位上諸君鞍男ら六人を靺鞨国に遣して、その風俗を観せしむ」とみえ、津の管理者

や渤海などとの交易も担当したような役人の存在が推定される。また「語－語」や「語成人」墨書土

器からは対渤海使通訳の存在が推定されており、「天平二年」墨書土器は天平二（７３０）年に第一次遣

渤海使が帰国した際の饗応に使用されたものと考えられている。このような墨書土器と史料から、単

なる津湊にはとどまらず、渤海使節が滞在した「便処」や遣渤海使が渤海へ向かう経由地としての役

割を担っていたと考えられている（小嶋２００４）。同じく同時期の木簡では、加賀郡司が大野郷長を召喚

する内容のいわゆる「郡符木簡」が出土しており、郡符木簡は郡家か郡家関連施設で廃棄されること

から、遺構や墨書土器の状況を鑑みて、郡津推定の根拠とされている。

平安時代になると、津の機能は戸水C遺跡（第３図４７）へ移るようだが、遺跡自体は存続している。

１０世紀代は低調であり、１１世紀に再び人為的な活動がみられるようになる。

中世については、１１世紀から１６世紀頃の遺構・遺物が確認されているが、主体は平安時代末から南

北朝時代の１２世紀後半～１４世紀頃である。堀で囲繞された空間が検出されており、西堀と南堀は全域、

北堀と東堀はその一部を確認している。南北２２０m、東西１７０mという方二町×一町半程度の空間を堀

で囲繞しており、その中央東よりに道路状遺構が南北に延びている。堀の外に該当する地点にも掘立

柱建物や井戸等の中世遺構が広がっており、時期も同時期である。

既刊書からみた本遺跡の概略は以上のとおりだが、本調査区では、古墳時代中・後期と奈良時代か

ら平安時代初頭の遺物群が多く出土している。それらは、SD３０３から SD２４０・２４４と北流する川跡から

の出土であり、流れを少しずつ変えながらも長期間にわたって同じような位置に流路があったことが

わかる。川の延伸は主幹線３区 SD２０１、主幹線４区大河跡が該当する。また、SD２４０から出土してい

る平安時代末から鎌倉時代にかけての遺物も同様であり、規模は小さいながらも前時代の川跡と重複

して北流し、主幹線３区の SD２２２、主幹線４区の SD２１０へと繋がっていく。出土量が多い古墳時代の

遺物では、中・後期の須恵器や土師器の食膳具が多く、煮炊具では甕の長胴化や甑が組成の一定量を

占めることを特徴とする。移動式竈も存在し、新たな調理方法が当該期に導入されたことを示す好例

といえる。同じく大量に遺物が出土している奈良時代から平安時代では、８世紀後半から９世紀初頭

頃（田嶋編年�期、第４章参照）の土師器・須恵器が多く出土している。当該期の遺構群は８世紀中頃
を境に南側から北側（本調査区に南接）に動いており（出越２０１２）、その動向を示すものと考えられる。

なお、紙幅の都合によって同調査区から出土した木製品や金属製品は本書に掲載できなかった。木

製品では横槌や杵、多又鍬、火切臼、弓、靴、漆器椀、折敷などがあり、土製品では鞴の羽口や土錘、

金属製品では鏃や刀子、古銭、鉄滓などが出土しており、次巻以降の掲載を予定している。 （向井）
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第２節 畝田・寺中遺跡の玉つくりについて
１．はじめに

本節では、出土した管玉・腕輪形石製品等、一般的に緑色凝灰岩と呼称される石材を用いて製作さ

れた石製品から本遺跡の特徴を述べる。なお、石製品観察表（第３表）の石材欄で、肉眼鑑定結果によ

り碧玉・変質凝灰岩・変質流紋岩・凝灰質頁岩と記載のあるものは、本節では便宜上緑色凝灰岩とし

て呼称を統一することをご了承願いたい。

２．畝田・寺中遺跡の玉つくり

北陸地方における玉つくりは、山陰からの文化伝搬の一要素として伝わり、福井県甑谷在田遺跡で

弥生時代中期前葉のものが確認され、これにやや遅れて石川県内でも小松市八日市地方遺跡・金沢市

矢木ジワリ遺跡などで生産が開始されている。中期中葉から後葉になると当該期に属するほとんどの

遺跡で小規模な玉つくりが行われていたことが確認でき、畝田・寺中遺跡の本報告中においても、弥

生時代中後期に属すると考えられる施溝分割技法を用いた硬質の緑色凝灰岩製の石核（４９７）および管

玉未成品（５１５・５１６）がある。

古墳時代に入ると北陸における玉つくりは大きく変化し、特定支配層を対象とした宝器・祭器を生

産するようになるが、本遺跡でも腕輪形石製品の製作工程である円盤状未成品（４８６～４９２）、環状未成

品（５０６～５１０）、刳貫円盤（５０３）、松林山式琴柱形未成品（５００）が出土している。その全てが溝出土の資

料であり、明確な製作工房を比定することはできないが、調整具としての小型敲石（４５６・４５７）や加工

具（４８５）の存在も、当該期における生産を示す補完資料となろう。

ここでは当該期において現在までに確認されている県内の石製品製作遺跡との比較をとおして、本

遺跡の石製品製作遺跡としての位置付けを考えてみたい。なお、ここでの石製品製作遺跡とは腕輪形

石製品等の未成品および刳貫円盤、刳貫円盤からの製作が想定される紡錘車形石製品が出土した遺跡

を対象としている。この条件で県内で現在までに確認されている石製品製作遺跡は２４を数え、主なも

のを第３４図に示した。製作遺跡の分布は北加賀地域、能美地域、江沼地域に集中しているが、調査例

の多寡が影響していることが推察されている。

車輪石および石釧の未成品のみを検出した遺跡が多い中で、鍬形石その他の未成品が出土した遺跡

が存在する。威信財としての腕輪形石製品には鍬形石・車輪石・石釧の順に緩やかな階層性があるこ

とが指摘されており、階層上位の鍬形石未成品を伴う遺跡は加賀市片山津玉造遺跡や片山津城山遺跡、

富塚遺跡など江沼地域に集中している。北加賀地域の金沢市藤江B遺跡で原石として報告されている

ものが鍬形石未成品となる可能性があるものの、少々小型である。白山市浜竹松B遺跡では３８点に及

ぶ腕輪形石製品未成品が出土しているが、すべてが外径１１cm未満であり、鍬形石や大型車輪石未成

品と確認できる資料はなく、これらのことから階層的に上位である大型の腕輪形石製品については、

限られた特定の遺跡で生産されていた可能性が指摘されている。

腕輪形石製品以外の未成品が確認された遺跡もまた限られており、羽咋市の太田ニシカワダ遺跡で

鏃形未成品が２点、金沢市藤江C遺跡で琴柱形未成品１点、片山津玉造遺跡で鏃形未成品２点、合子

形未成品１点が確認されているのみである。先述した上位階層性と関連づけるならば、これらの石製

品を生産する遺跡もまた限定されていた可能性があるといえよう。本遺跡では県内初となる松林山式

琴柱形石製品未成品の出土があり、県内に存する多くの石製品製作遺跡の中でも特例として注目され

る。また、本遺跡で出土した車輪石（５０１）は完成品の断片と考えられるが、断面に層理状の縞模様が

観察でき、北加賀産石材で製作される他の未成品等と石材産地を異にする。これは周辺に存在する他
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遺跡では確認されておらず、この車輪石が本遺跡で生産されたものと考えるならば、県内における石

製品製作の１拠点として、あわせて本遺跡の特徴を示す資料となろう。

本遺跡の東方およそ２００mには、河川跡から古墳時代初頭の弧帯文板・漆塗木杖の出土をみた畝田

遺跡がある。漆塗木杖は頭部のみの出土であるが、その形状は松林山式琴柱形石製品と同様にみえる。

畝田遺跡出土の弧帯文板および漆塗木杖は、当時この地域が中央と強い結びつきを持っていたことを

示す資料であると考えられ、本遺跡の石製品製作遺跡としての性格を考えるうえで参考となろう。

３．まとめ

以上を総括すると、本遺跡の玉つくりは弥生時代中後期から始まっており、そこでは周辺当該期の

集落と同じく施溝分割の技法を用いた管玉生産が行われていたと考えられる。古墳時代に入ると威信

財としての腕輪形石製品、大型の琴柱形石製品、おそらくはその他各種の宝器をも製作する、北陸に

おける石製品生産の１拠点としての性格を有する遺跡として捉えることが可能であるといえよう。

（景山）

再掲：石材鑑定対照表

平成１４年度～１６年度にかけて行った木曳野遺跡群発掘調査の発掘調査において出土した石製品のう

ち１１０点について、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託し肉眼観察による石材鑑定を行っている（第１

分冊 P２５～２９）。今回報告文についてここに再掲し、第１分冊との対照を図ることとしたい。なお、詳

細については第１分冊を参照願いたい。

番
号 器種 図版－番号 対照表－番号 鑑定石材 備 考 実測

番号
番
号 器種 図版－番号 対照表－番号 鑑定石材 備 考 実測

番号

１ 勾玉 第３３図－５２２ 表１８－１ 曹長石 ２区
SD２４４ G１７ １６ 石鏃 第３３図－５２５ 表１９－４－２ 無斑晶質

安山岩
２区
包含層 N１３

２ 硯 第３２図－４８４ 表１８－２ 粘板岩 ２区
SD２４４ G１４ １７ 石鏃 第３３図－５３２ 表１９－４－３ 無斑晶質

安山岩
２区
包含層 N１４

３ 管玉 第３３図－５１３ 表１８－３ 変質凝灰岩 ２区
SD２４０ Q１７ １８ 石鏃 第３３図－５３５ 表１９－４－４ 無斑晶質

安山岩
２区
包含層 N１５

４ 勾玉
未成品 第３３図－５２１ 表１８－４ 滑石 ２区

SD２４０ G１６ １９ 石鏃 第３３図－５２６ 表１９－５－１ 頁岩 ２区
包含層 A４９

５ 勾玉 第３３図－５２３ 表１８－５ 滑石 ２区
SD３０３ G１８ ２０ 石鏃 第３３図－５２７ 表１９－５－２ 頁岩 ２区

包含層 A５０

６ 臼玉 第３３図－５１２ 表１８－８ 滑石 ２区
AA８W５ A５８ ２１ 石鏃 第３３図－５２８ 表１９－５－３ 頁岩 ２区

包含層 A５１

７ 丁字頭
定形勾玉 第３３図－５２０ 表１８－９ 変質凝灰岩 ２区

SD２４４ N１６ ２２ 石鏃 第３３図－５３６ 表１９－５－４ 珪質頁岩 ２区
包含層 A５２

８ 石釧 第３３図－５０２ 表１８－１４ 変質凝灰岩 １区
包含層 G２４ ２３ 石鏃 第３３図－５３４ 表１９－６－１ 無斑晶質

安山岩
２区
包含層 A４３

９ 勾玉 第３３図－５１９ 表１８－１５ 蛇紋岩
（滑石）

２区
SD３０３ G１９ ２４ 石鏃？ 第３３図－５３７ 表１９－６－２ 無斑晶質

安山岩
２区
包含層 A４４

１０ 有孔円盤 第３３図－５０４ 表１９－１ 凝灰質頁岩 ２区
SD２２２ Y１３ ２５ 石鏃 第３３図－５３０ 表１９－６－３ 無斑晶質

安山岩
２区
包含層 A４５

１１ 管玉
未成品 第３３図－５１８ 表１９－３－３ 碧玉 ２区

SD３０３ A５４ ２６ 石鏃 第３３図－５３１ 表１９－６－４ 無斑晶質
安山岩

２区
包含層 A４６

１２ 管玉
未成品 第３３図－５１５ 表１９－３－４ 碧玉 ２区

SD３０３ A５５ ２７ 石鏃 第３３図－５３３ 表１９－６－５ 無斑晶質
安山岩

２区
包含層 A４７

１３ 管玉
未成品 第３３図－５１６ 表１９－３－５ 碧玉 ２区

SD３０３ A５６ ２８ 石針 第３３図－５１１ 表１９－７－１ 無斑晶質
安山岩

２区
包含層 Y２２

１４ 管玉
未成品 第３３図－５１７ 表１９－３－６ 変質流紋岩 ２区

SD３０３ A５７ ２９ 管玉 第３３図－５１４ 表１９－７－２ 凝灰質頁岩 ２区
包含層 Y２３

１５ 石鏃 第３３図－５２９ 表１９－４－１ 無斑晶質
安山岩

２区
包含層 N１２

－５７－



第３４図 石川県における石製品製作遺跡
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SB508（西から） SB701（西から）

SK208（南東から） SK209（南から）

SE251（西から） SE252（南から）

SD222・SD259（東から） SD222・SD240（北西から）
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SD244・SD240（南西から） SD240　土器出土状況（北東から）

SD303（北から） SD303　土器出土状況（北西から）

SD240　環状未成品出土状況 SD240　円盤状未成品出土状況

SD244　勾玉出土状況 作業風景
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版
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360 362 425

402 407

415 421

434 437 438

写
真
図
版
４
（
出
土
土
師
器
・
須
恵
器
）



小型敲石（456・457） 打製石斧・磨製石斧（461・462・463）

石錘（466・467・469・470） 砥石（471 ～ 474・476・477）

石皿（479・480） 石刀（481）

磨製石剣・両刃石器（482・483） 加工具（485）

写
真
図
版
５
（
出
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石
製
品
）



車輪石・石釧・刳貫円盤（501～503） 有孔円盤・紡錘車（504・505）

臼玉・勾玉（512・519～523） 石鏃（524～537）

畝田・寺中遺跡出土の玉つくり関連遺物
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